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人口減少と高齢化にどう立ち向かうか

「変化」を起こす



労働市場の未来推計2035
2035年 1,775万時間／日 労働力は不足する

06　推計の前提条件

Insight Eye～「労働市場の未来推計」 さらに理解を深めるために～

08　推計結果

30　総評

14　人口学の視点から見る 労働力不足の背景にある「人口減少」

24　正社員の副業としても利用が拡大する スポットワークの可能性と課題

16　労働力不足解決に向けた2つの軸と5つのヒント
Ⅰ：活躍機会の創出

人ではなく時間で捉える 外国人も不可欠な労働力に

労働需要に対し、供給が足りない

労働力不足という厳しい未来予測を「変化」を起こす好機に

Ⅱ：ヒト・技術への投資

17　ヒント①　シニア就業者
20　ヒント②　パートタイム就業者
22　ヒント③　副業者

33　DATA
本推計で構築した予測モデル、本推計に使用した主要なオープンデータ一覧

34　「労働市場の未来推計2035」に寄せて

26　ヒント④　ヒトの成長
ヒント⑤　新たなテクノロジー

現実により即した労働需給状況を把握するために

就業者数は増える一方で1人当たりの労働時間は減少

～労働力不足に向き合うには、労働力の《捉え方》を変えることから～

阿部 正浩氏（中央大学 経済学部 教授）

稲葉 寿氏（東京学芸大学 特任教授）

鎌田 耕一氏（東洋大学 名誉教授）

2024年10月号

パーソル総合研究所
機関誌「HITO」編集長　木下 学

はじめに

　

こ
の
た
び
、
再
び「
労
働
市
場
の
未
来
推

計
」を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。2
0
1
8

年
に
発
表
し
た
前
回
の「
労
働
市
場
の
未

来
推
計
2
0
3
0
」か
ら
６
年
が
経
過
し
、

こ
の
間
に
働
き
方
改
革
や
コ
ロ
ナ
禍
な
ど

の
影
響
も
あ
り
、働
き
方
や
生
活
、社
会
が

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、
前
回
の

推
計
や
提
言
の
振
り
返
り
を
行
う
と
と
も

に
、定
期
的
に
更
新
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
に
至
り
、
今
回
の

推
計
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
2
0
3
5
年
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
推
計
し
て
い
ま
す
。な
ぜ
2
0
3
5

年
な
の
か
。10
年
先
と
い
う
時
間
軸
は
、
技

術
革
新
や
産
業
構
造
の
変
化
な
ど
の
社
会

の
変
動
を
考
慮
し
つ
つ
も
、予
測
の
精
度
を

高
め
る
と
い
う
観
点
で
、
適
し
た
期
間
で

あ
る
と
の
考
え
か
ら
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は

今
後
も
5
年
置
き
に
、
10
年
先
の
労
働
市

場
を
推
計
し
、
振
り
返
り
と
未
来
推
計
の

レ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。長
期
に
わ
た
る
予
測
ほ
ど
、
将

来
予
測
し
た
時
期
と
現
実
の
状
況
が
乖
離

し
や
す
く
な
り
ま
す
。し
か
し
、
10
年
先
で

あ
れ
ば
、
絵
空
事
で
は
な
く
未
来
に
近
い

姿
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
、
よ
り
現
実
的

で
有
効
な
対
策
を
考
え
る
基
盤
と
し
て
の

活
用
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
推
計
で
は
前
回
ま
で
の

発
想
を
転
換
し
、「
人
」か
ら「
時
間
」へ
と

重
視
す
る
視
点
を
変
え
ま
し
た
。今
後
の

労
働
力
不
足
へ
の
対
応
に
お
い
て
は
、単
な

る「
人
手
」の
充
足
だ
け
で
は
な
く
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
な
ど
を
通
し
た
生
産
性

向
上
に
よ
る
労
働
時
間
の
効
率
化
や
、
高

度
な
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
材
の
活
用
、そ
し

て
多
様
な
形
態
で
の
労
働
参
加
の
在
り
方

が
増
え
る
中
、
視
点
を
変
え
た
こ
れ
ま
で

以
上
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
た
め
で
す
。

　

詳
細
は
、
こ
の
後
の
本
編
で
解
説
し
ま

す
が
、
今
回
の
推
計
は
労
働
市
場
の
見
通

し
に
加
え
、労
働
力
不
足
の
解
決
の
ヒ
ン
ト

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
打
ち
手
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
先
が
見
通
し
づ
ら
い
世
の
中

で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、見
え
に
く
い
と

嘆
く
だ
け
で
は
何
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
せ

ん
。少
し
で
も
不
確
実
な
将
来
を
見
通
す

こ
と
に
努
め
、
で
き
得
る
打
ち
手
を
講
じ

て
い
か
な
け
れ
ば
、未
来
は
変
わ
っ
て
い
か

な
い
ど
こ
ろ
か
、
労
働
力
不
足
の
危
機
が

高
ま
っ
て
い
く
の
を
た
だ
眺
め
て
い
る
だ

け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

本
推
計
が
、
特
に
経
営
や
人
事
担
当
の

皆
様
に
と
っ
て
、今
後
の
労
働
力
不
足
の
状

況
を
把
握
し
、
よ
り
良
い
未
来
を
築
く
た

め
の
何
か
し
ら
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
心

よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。そ
う
し
て
、
日
本
の

持
続
可
能
な
発
展
に
寄
与
し
て
い
け
た
な

ら
ば
幸
い
で
す
。
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2035年
1,775万時間／日
労働力は不足する
～労働力不足に向き合うには、
　　　労働力の《捉え方》を変えることから～

１
日
当
た
り
1
7
7
5
万
時
間
不

足
す
る
？　

労
働
力
不
足
を
語
る
上

で
見
慣
れ
な
い
表
現
だ
と
思
わ
れ
た

方
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。「
〇
人
不

足
」
で
は
な
い
の
か
。
わ
れ
わ
れ
も

「
労
働
市
場
の
未
来
推
計
2
0
3
0
」

（
2
0
1
8
）で「
2
0
3
0
年
、人
手

は
6
4
4
万
人
不
足
す
る
」
と
発
表

し
た
。し
か
し
、
前
回
の
調
査
か
ら
約

６
年
。
労
働
市
場
の
様
相
は
大
き
く

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。就
業
者
に
占
め
る

女
性
・
シ
ニ
ア
・
外
国
人
の
比
率
が
増

え
、人
々
の
働
き
方
も
多
様
化
し
て
き

た
。ま
た
、
１
人
の
労
働
者
が
提
供
す

る
労
働
量（
労
働
時
間
）の
ば
ら
つ
き

は
大
き
く
な
り
、人
数
だ
け
に
着
目
し

て
い
て
は
労
働
力
不
足
の
実
態
を
見

誤
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。そ
こ
で

今
回
の
推
計
で
は
労
働
投
入
量
、
す

な
わ
ち
就
業
者
１
人
当
た
り
の
平
均

労
働
時
間
を
ベ
ー
ス
に
試
算
を
行
っ

た
。「
人
」か
ら「
時
間
」へ
、
注
視
の
力

点
を
移
す
こ
と
で
、
よ
り
精
度
高
く

日
本
の
労
働
力
不
足
の
現
在
と
未
来

を
捉
え
た
い
。
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「
人
」で
な
く

「
時
間
」で
考
え
る

2
0
1
8
年
に
当
社
が
発
表
し
た

「
労
働
市
場
の
未
来
推
計
2
0
3
0
」

（
以
降
、前
回
推
計
）か
ら
６
年
間
、日

本
の
労
働
市
場
は
変
化
の
波
に
洗
わ

れ
て
き
た
。
女
性
や
シ
ニ
ア
な
ど
多

様
な
就
業
者
の
増
加
、
副
業
・
兼
業
、

ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
多
様
な
労
働

形
態
の
広
が
り
、ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
テ

レ
ワ
ー
ク
や
在
宅
勤
務
と
い
っ
た
多

様
な
働
き
方
の
定
着
…
…
。
こ
れ
ら

の
変
化
を
経
た
今
、
労
働
市
場
の
未

来
図
も
、
前
回
推
計
時
点
の
予
測
と

は
異
な
る
様
相
を
見
せ
る
の
で
は
な

い
か
。

　
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
、
経
済

状
況
の
正
常
化
が
進
む
中
、
未
充
足

求
人
数（
※
１
）、有
効
求
人
倍
率
、人

手
不
足
倒
産
数
が
い
ず
れ
も
上
昇
す

る
な
ど
、労
働
力
不
足
を
測
る
主
な
指

標
は
、労
働
力
不
足
の
さ
ら
な
る
深
刻

化
を
示
し
て
い
る
。
今
後
の
労
働
需

要
と
労
働
供
給
が
ど
の
よ
う
に
推
移

し
て
い
く
の
か
を
改
め
て
見
定
め
る

必
要
が
あ
る
。そ
の
上
で
、
将
来
の
労

働
力
不
足
に
備
え
る
た
め
の
手
掛
か

り
を
得
る
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
の
意

味
で
も
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
お
け
る

推
計
に
は
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

今
回
の「
労
働
市
場
の
未
来
推
計

2
0
3
5
」で
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う

に
、
労
働
力
不
足
を「
人
」で
は
な
く

「
時
間
」
で
推
計
し
て
い
る
。実
際
の

と
こ
ろ
、推
計
を
行
う
際
に
使
用
す
る

種
々
の
統
計
デ
ー
タ
は
、
そ
の
多
く

が「
人
」
の
数
で
示
さ
れ
て
い
る
。そ

こ
に
含
ま
れ
る「
人
」に
は
女
性
や
シ

ニ
ア
を
は
じ
め
、短
時
間
就
業
者
も
多

く
含
ま
れ
、そ
の
比
率
は
年
々
高
ま
っ

て
い
る
。

　

加
え
て
今
後
、
働
き
方
の
多
様
化

が
進
む
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中
、「
１

人
」
が
提
供
す
る
労
働
量
に
ま
す
ま

す
バ
ラ
つ
き
が
生
じ
て
い
く
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。図
表
１
の
通
り
、

こ
こ
20
年
ほ
ど
の
間
、
就
業
者
数
が

増
加
し
て
い
く
の
に
対
し
て
、
労
働

投
入
量（
就
業
者
数
×
１
人
当
た
り

の
平
均
労
働
時
間
）
は
減
少
。
働
く

人
数
は
増
え
て
も
総
労
働
時
間
は

減
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。こ
の
傾
向
が

続
け
ば
、
仮
に
同
じ
1
0
0
万
人
の

労
働
力
不
足
と
し
て
も
、
2
0
2
4

年
の
1
0
0
万
人
と
、
約
10
年
後
の

2
0
3
5
年
の
1
0
0
万
人
の
不
足

と
で
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

ま
る
で
違
っ
て
く
る
。

　

も
ち
ろ
ん
就
業
者
の
労
働
時
間
の

平
均
値
を
基
に
、
今
回
の
推
計
の
労

働
力
不
足
の
結
果
を
す
べ
て「
人
」で

示
す
こ
と
は
可
能
で
は
あ
る
。
し
か

し
、就
業
者
の
構
成
が
変
化
し
、働
き

方
が
多
様
化
す
る
中
で
、
労
働
力
を

「
人
」
の
み
で
捉
え
て
い
て
は
、
労
働

力
不
足
の
実
態
は
つ
か
み
難
い
。
将

来
の
労
働
需
給
状
況
を
実
態
に
即
し

て
把
握
す
る
に
は
、「
時
間
」（
労
働
投

入
量
）
で
捉
え
た
ほ
う
が
よ
い
と
考

え
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

外
国
人
就
業
者
が

《
当
た
り
前
》に

　

推
計
の
前
提
条
件
に
つ
い
て
、前
回

推
計
と
も
う
ひ
と
つ
の
異
な
る
点
は
、

推
計
対
象
に「
外
国
人
」を
含
め
た
こ

と
だ
。前
回
は「
日
本
人
の
み
」
を
対

象
者
と
し
て
推
計
し
、
労
働
力
不
足

を
補
う
ひ
と
つ
の
策
と
し
て「
外
国

人
の
雇
用
促
進
」
を
挙
げ
た
。今
回
、

推
計
に
外
国
人
を
含
め
た
理
由
は
、

「
時
間
」
ベ
ー
ス
に
変
更
し
た
こ
と
と

同
様
に
、
よ
り
現
実
に
即
し
た
労
働

需
給
状
況
を
把
握
す
る
た
め
で
あ
る
。

1
9
5
0
年
代
か
ら
現
在
ま
で
日

本
の
総
人
口
に
占
め
る
外
国
人
の
割

合
は
高
ま
っ
て
き
た（
※
２
）。こ
の

増
加
傾
向
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

の
時
期
を
除
き
、
一
貫
し
て
い
る
。と

は
い
え
前
回
推
計
の
2
0
1
8
年
時

点
で
は
、
総
人
口
に
占
め
る
外
国
人

の
割
合
は
２
％
未
満
。統
計
上
の
影

響
は
少
な
く
、
推
計
対
象
に
は
含
め

な
か
っ
た
。

2
0
3
5
年
で
4
・
3
％
、2
0
7
0

年
で
約
10
％
と
、
劇
的
に
増
え
て
い

く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

影
響
も
あ
り
、
今
回
の
推
計
で
は
、

2
0
3
5
年
の
外
国
人
就
業
者
数
は

2
0
2
3
年
か
ら
1
7
2
万
人
増
え
、

3
7
7
万
人
に
な
る
見
込
み
で
あ
る

　

し
か
し
、
前
回
推
計
時
点

か
ら
現
在
ま
で
の
間
に
、
労

働
力
不
足
へ
の
対
応
を
明

確
に
打
ち
出
し
た
在
留
資

格「
特
定
技
能
」
の
創
設
や
、

高
度
人
材
を
呼
び
込
む
た

め
の
施
策
が
次
々
と
打
ち
出

さ
れ
、
外
国
人
の
就
業
者
お

よ
び
人
口
は
急
激
に
増
加
し

た
。
2
0
2
3
年
の
実
績
で

は
、
在
留
外
国
人
の
約
65
％

が
就
労
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
の
短
時
間
就
業
者
で
も
あ

る
留
学
生
や
、
技
能
実
習
生

も
含
め
、
多
く
の
外
国
人
が

日
本
の
各
所
で
経
済
活
動
の

一
端
を
担
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
今
回
推
計
に
使

用
し
て
い
る
主
要
統
計
の
ひ

と
つ
、「
日
本
の
将
来
推
計
人

口
」
に
お
い
て
も
、
総
人
口

に
占
め
る
外
国
人
比
率
は

現実により即した労働需給状況を把握するために

※2 参考資料・引用元：厚生労働省「『外国人雇用状況』の届出状況まとめ」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和5年推計）」の出生中位・死亡中位推計

（
図
表
２
）。ま
た
、
2
0
2
4
年
に
は

技
能
実
習
制
度
の
廃
止
と「
育
成
就

労
制
度
」新
設
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
さ

ら
に「
特
定
技
能
」の
受
け
入
れ
分
野

や
上
限
も
拡
大
し
て
い
く
予
定
だ
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
鑑
み
れ
ば
、
も

は
や
外
国
人
は
労
働
市
場
に
お
い
て

《
当
た
り
前
》
の
存
在
と
捉
え
る
べ
き

時
期
に
来
て
い
る
と
い
え
よ
う
。そ
れ

ゆ
え
今
回
、
外
国
人
就
業
者
を
総
就

業
者
に
含
め
、
2
0
3
5
年
の
労
働

需
給
を
推
計
し
た
。

　

た
だ
し
、
今
回
の
推
計
の
よ
う
な

外
国
人
就
業
者
の
伸
び
が
、
将
来
も

続
く
か
ど
う
か
は
、
日
本
が
働
く
場

と
し
て
の
魅
力
を
維
持
・
向
上
で
き

る
か
に
も
よ
る
。例
え
ば
、現
在
日
本

に
働
き
に
来
る
外
国
人
の
多
く
は
新

興
国
の
人
材
が
多
く
、
2
0
3
5
年

に
な
れ
ば
、
そ
う
し
た
国
々
が
大
き

く
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。同
時
に
、
世
界
に
お
け
る
日

本
の
経
済
的
地
位
が
相
対
的
に
低
下

し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
な

れ
ば
、日
本
に
働
き
に
来
る
メ
リ
ッ
ト

も
低
下
し
、
外
国
人
就
業
者
数
も
想

定
よ
り
減
る
だ
ろ
う
。こ
う
し
た
事

情
が
本
推
計
結
果
全
体
に
影
響
す
る

可
能
性
は
、推
計
活
用
の
際
、ご
留
意

い
た
だ
き
た
い
。

※ 総務省「労働力調査」を基に作成
※ 労働投入量は、延週間労働時間のデータを使用。就業者数、労働投入量いずれも、2000年の値を基準（100）として、各年の値を2000年の値に対する割合で示している。
東日本大震災の影響で2011年データは欠損値

人ではなく時間で捉える
外国人も不可欠な労働力に

※1 企業が求める人材を確保できていない求人の数

推計の前提条件

就業者数と労働投入量の推移図表1

外国人就業者数の見通し（推計結果）図表2

400万人

2023年 2030年 2035年
0

100万人

200万人

300万人

205万人
305万人

377万人
2023年 実績

2030年 予測

2035年 予測

172
万人増 2000年

100

96

91

89

86

89

100
99

98
99

104
105

2005年 2010年 2015年 2020年 2023年
０

85

90

95

100

105

110

就業者数

労働投入量
１週間当たりの労働時間（総数）

※ 出所：2023年（実績）は、厚生労働省「『外国人雇用状況』の届出状況まとめ（令和5年10月末時点）」、2030年と2035年は本推計結果
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就
業
者
数
は
増
加
の

見
通
し

　

前
回
推
計
を
行
っ
た
2
0
1
8
年

か
ら
今
回
推
計
を
行
っ
た
2
0
2
3

年
ま
で
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

な
ど
に
よ
る
社
会
変
化
が
あ
っ
た
も

の
の
、前
回
推
計
と
比
べ
て
、労
働
力
不

足
の
見
通
し
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。

日
本
人
の
み
を
対
象
に
し
た
前
回
推

計
で
は
2
0
3
0
年
に
6
4
4
万
人

不
足
す
る
見
通
し
で
あ
っ
た
の
に
対

し
て
、
今
回
推
計
を
前
回
と
同
じ
条
件

の「
日
本
人
の
み
」に
そ
ろ
え
た
場
合
、

6
2
5
万
人
の
不
足
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
2
0
3
5
年
ま
で
視
野
を
広
げ

る
と
7
6
1
万
人
の
不
足
、
外
国
人

を
含
め
た
場
合
に
は
3
8
4
万
人
の

不
足
と
な
る（
図
表
１
）。こ
れ
は
つ
ま

り
、企
業
の
生
産
活
動
に
必
要
と
さ
れ

る
労
働
力（
労
働
需
要
）に
対
し
、
働

き
手
が
生
み
出
す
労
働
力（
労
働
供

給
）
が
１
日
当
た
り
1
7
7
5
万
時

間
分
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。１
日

当
た
り
9
6
0
万
時
間
の
労
働
力
が

不
足
し
て
い
る
2
0
2
3
年
に
比
べ
、

2
0
3
5
年
は
そ
の
１・8
5
倍
、
労

働
力
不
足
が
深
刻
化
す
る
。

　

不
足
の
理
由
は
働
き
手
の
減
少
だ

ろ
う
か
。わ
れ
わ
れ
の
推
計
で
は
、
就

業
者
数
は
2
0
2
3
年
と
比
べ
て

2
0
3
5
年
は
3
7
5
万
人
増
と
、

増
加
傾
向
を
た
ど
る（
10
ペ
ー
ジ
図

表
２
）。要
因
と
し
て
は
、
主
に
３
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
１
に
、60
歳
以
上
の
就
業
者
が
増

え
て
い
く
こ
と
だ
。現
在
ま
で
の
傾
向

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、2
0
3
5

年
ま
で
の
間
も
60
歳
以
上
の
就
業
者

は
増
加
す
る
。こ
れ
に
は
、
企
業
に
対

す
る
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
の
義
務

化
、70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
確
保
の
努

力
義
務
化
、
そ
し
て
老
齢
厚
生
年
金

の
支
給
開
始
年
齢
引
き
上
げ（
60
歳

↓
65
歳
）な
ど
、
高
齢
者
雇
用
安
定
法

や
年
金
制
度
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
２
は
、
女
性
の
労
働
参
加
が
高

ま
る
こ
と
。
2
0
2
3
年
実
績
と

2
0
3
5
年
の
予
測
を
比
べ
る
と
、

女
性
は
男
性
に
近
い
水
準
ま
で
労
働

力
率
が
上
が
っ
て
い
く
。
こ
の
先
の

未
婚
率
の
上
昇
、出
生
率
の
低
下
、大

学
進
学
率
の
上
昇
な
ど
が
要
因
と
考

え
ら
れ
る
ほ
か
、
女
性
活
躍
を
推
進

す
る
企
業
努
力
な
ど
も
寄
与
し
て
い

る
と
推
察
さ
れ
る
。

　

第
３
に
、
日
本
で
働
く
外
国
人
就

業
者
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
る
。
７

ペ
ー
ジ
で
も
触
れ
た
通
り
、
日
本

に
住
む
外
国
人
は
2
0
2
3
年
か

ら
2
0
3
5
年
の
約
10
年
の
間
に

2
0
0
万
人
近
く
増
え
、
総
人
口
の

4
・
3
％
に
相
当
す
る
見
込
み
だ（
※

１
）。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、外
国
人
就

業
者
は
2
0
3
5
年
に
は
3
7
7
万

人
と
、
2
0
2
3
年
か
ら
倍
増
に
近

い
状
況
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

減
少
す
る

１
人
当
た
り
の
労
働
時
間

　

2
0
3
5
年
に
向
け
て
就
業
者
数

が
増
え
て
い
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
ぜ
１
日
当
た
り
1
7
7
5
万
時
間

も
の
労
働
力
が
不
足
す
る
の
か
。

　

今
回
の
推
計
は
概
略
的
に
い
え
ば
、

企
業
が
生
産
活
動
に
お
い
て
本
来
必

要
と
す
る
労
働
力
、
す
な
わ
ち
す
で

に
働
い
て
い
る「
就
業
者
数
」と
、「
未

充
足
求
人
数
」を
含
め
た
も
の
を「
労

働
需
要
」と
し
、
性
・
年
齢
別
に
推
計

し
た
労
働
力
率
を
基
に
算
出
し
た
就

業
者
数
を「
労
働
供
給
」と
し
て
、
賃

金
上
昇
率
な
ど
の
需
給
調
整
を
考
慮

し
た
上
で
差
分（
労
働
力
の
過
不
足
）

を
導
き
出
し
て
い
る
。
そ
の
計
算
の

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
の
が「
就
業
者

１
人
当
た
り
の
平
均
労
働
時
間
」だ
。

　

着
目
す
べ
き
は
、
こ
の
就
業
者

１
人
当
た
り
の
労
働
時
間
で
あ
る
。

※ 本シミュレーションの経済成長：内閣府「中長期の経済財政に関する試算」（令和6年1月22日経済財政諮問会議提出）のベースラインケース（全要素生産性上昇率が直近の景気循環の平均並みで将来にわたっ
て推移するシナリオ）を前提

※ 本シミュレーションの人口動態：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和5年推計）」の出生中位・死亡中位推計の結果を前提
＊1 外国人就業者含む、完全失業者除く
＊2 本推計で導出された2035年の就業者1人当たり労働時間で割ることで算出
＊3 2023年の労働力は1日当たり960万時間不足 今回推計ではおおむね10年先、2035年をターゲットに労働需給の状況を推計した。

労働力不足の見通しは、前回推計と大きく変わらず、
2035年には1日当たり1,775万時間の労働力が不足する見込みである。
1日当たり960万時間の労働力が不足している2023年に比べ、
このまま何も手を打たなければ、2倍近く労働力不足の深刻さは増す。

就業者数は増える一方で1人当たりの労働時間は減少

労働需要に対し、
供給が足りない

推計結果

※1 国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和5年推計）」

2035年の労働力不足の見通し（推計結果）図表1

34,697
万時間／日

(7,505万人相当)＊2

労働力は、1日当たり

1,775
万時間不足

労働需要 労働供給＊１

不足分

働き手で換算すると

2023年と比較すると
1.85倍深刻になる＊3

384万人不足＊2

32,922
万時間／日

(7,122万人相当)＊2
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日本の人口は、2023年時点の1億2,435万人に対して、2030年は1億2,012万人、2035年は1億1,664万人と、
800万人弱ほどの減少が見込まれる。内訳を見ると、65歳以上の人口は増加していき、高齢化率（総人口に占め
る65歳以上人口の割合）は、2023年の29％から増加を続け2035年には32％に上昇する。

推
計
で
は
、
2
0
2
3
年
に
年
間

1
8
5
0
時
間
で
あ
っ
た
労
働
時
間

は
、
2
0
3
5
年
に
1
6
8
7
時
間

ま
で
減
る
見
通
し
で
あ
る
。
働
く
人

数
が
増
え
て
も
、
１
人
当
た
り
の
平

均
労
働
時
間
が
大
幅
に
減
れ
ば
、
全

体
と
し
て
は
労
働
供
給（
時
間
）
が

減
る
。
そ
の
た
め
、
本
推
計
結
果
も

1
7
7
5
万
時
間
／
日
の
労
働
力
不

足
と
な
っ
て
い
る
。
労
働
力
不
足
を

「
人
」の
数
だ
け
で
捉
え
る
と
、
実
態

を
見
誤
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

１
人
当
た
り
の
労
働
時
間
が
減
少

す
る
要
因
と
し
て
は
、将
来
の
就
業
者

数
の
増
加
を
け
ん
引
す
る
女
性
や
シ

ニ
ア
な
ど
短
時
間
就
業
者
が
多
く
な

る
こ
と
、
ま
た
働
き
方
改
革
な
ど
の

影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
働
き
方
が
可
能
に
な
っ

て
く
る
こ
と
や
、長
時
間
労
働
が
是
正

さ
れ
て
く
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と

だ
。そ
の
上
で
、
こ
の
労
働
力
不
足
に

ど
う
向
き
合
う
か
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
お
、推
計
値
は
あ
く
ま
で
も「
直

近
の
景
気
状
況
の
平
均
並
み
に
経
済

成
長
が
維
持
さ
れ
る
」
と
し
た
場
合

の
も
の
で
、
今
後
の
経
済
成
長
の
状

況
と
実
質
賃
金
の
状
況
に
よ
っ
て
推

計
値
は
変
動
す
る
。

※ 出所：2023年は総務省「人口推計」、2030年と2035年は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和5年推計）」の出生中位・死亡中位推計

4

参考 2035年の日本の人口は?

労働市場を見通す
　 つの推計結果
人口減少の一途をたどる日本において、本推計の結果によると、意外にも就業者数は増えていく。
にもかかわらず、2035年には1日当たり1,775万時間の労働力不足が見込まれる。
この推計結果を導き出した背景にある4つの推計結果を押さえる。

ESTIMATE

2035年の労働市場の見通し図表2

1億2,435万人 1億2,012万人 1億1,664万人423万人 348万人

日本人
15歳未満

日本人
15～64歳

日本人
65歳以上

外国人

2023年 2030年 2035年

2023年 2030年 2035年

1,202万人
（10％）

1,121万人 
（9％）

6,307万人
（54％）

6,725万人
（56％）

3,665万人
（30％） 3,732万人

（32％）

420万人
（3%） 503万人

（4%）

1,393万人
（11％）

7,125万人
（57％）

3,602万人
（29％）

316万人
（2%）

　63万人

　400万人

　191万人

　104万人

　67万人

　418万人

　81万人

　83万人

現況が、このまま継続すると

2035年、日本の労働市場では1,775万時間／日の労働力が不足

就業者

多様な労働参加 その他要因
経済状況、賃金など

就業者1人当たりの労働時間（年間）

6,747万人 7,122万人 1,850時間 1,687時間

シニア 女性 外国人

2023年 実績 2035年 予測 2023年 実績 2035年 予測

375万人
増加

163時間
減少

人口減少社会
（総人口）

2023年実績
1億2,435万人

2035年予測
1億1,664万人

超高齢社会
（65歳以上人口）

2023年実績
29％

2035年予測
32%
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就業者数の見通し就業者1人当たりの年間労働時間の見通し 13

就業者数（労働供給）は、2023年時点の6,747万人に対して、2030年は6,959万人、2035年は7,122万人と増加して
いく見込みである。内訳を見ると、60歳未満の就業者は減少していく一方、60歳以上の就業者は増加傾向だ。トー
タルで見れば、就業者数は増加傾向をたどっている。60代前半はもちろん、60代後半以上の年代も労働参加が増え
ていくという状況が2035年の姿である。

就業者1人当たりの年間労働時間は、2023年の1,850時間に対して、2030年は1,776時間、2035年は1,687時間と、
減少していく見込みである。要因のひとつとしては、働き手や働き方の多様化が進むことが考えられる。特に、全就
業者のうち、短時間で働くケースが多い女性や高齢者の割合が増える影響は大きいだろう。また、働き方改革に伴う
長時間労働規制の影響も考えられる。

※ 出所：2023年（実績）は総務省「労働力調査」、2030年と2035年は本推計結果※ 出所：2023年（実績）は、総務省「労働力調査」 （「延週間就業時間」×「52（週）」÷「就業者数」で算出）、2030年と2035年は本推計結果

性年代別の労働力率の見通し名目賃金、実質賃金の見通し 24

性年代別に見た2035年の労働力率（労働参加率）は、2023年時点から全体的に上昇していく見込みである。特に、
女性の労働力率の上昇幅は大きく、2035年には男性に近い水準まで上がっていく。こうした女性の労働参加率の上
昇には、大学進学率・未婚率の上昇、出生数の低下などの要因が関係していると考えられる。日本で暮らすほとんど
の人が就業者と位置付けられる《全員参加型》の労働市場が迫っている。

賃金上昇率は、労働参加の増減、および労働需要にも影響するため、重要な指標といえる。名目賃金（時給）は、2030
年は1,981円、2035年は2,023円と、上昇していく見込みだ。一方、実質賃金（時給）※は、2030年は1,725円、2035
年は1,693円と、減少していく見込みである。つまり、名目賃金は上がっていくが、物価高などの影響で実質賃金は下
がっていくという形になる。 ※ 消費者物価指数に基づく物価変動の影響を差し引いて算出される賃金指数

労働市場を見通す  4 つの推計結果

20
代
前
半

20
代
後
半

30
代
前
半

30
代
後
半

40
代
前
半

40
代
後
半

50
代
前
半

50
代
後
半

60
代
前
半

60
代
後
半

70
代
以
上

19.1

74.5

94.0
95.4 96.1 95.9 95.7 94.8

93.9
86.8

63.8

26.2

16.8

70.6

17.5

88.0
88.5 89.2

94.6 93.4 90.8 89.4 86.5 85.7

69.8

22.8

80％

100％

0

20％

40％

60％

80％

100％

0

20％

40％

60％

39.6

94.2 96.2 96.6 96.6 96.4 95.5 93.3 91.0

76.0

2023年（実績）　　 2035年（予測） 2023年（実績）　　 2035年（予測）

20.2

76.6

88.2
82.6 80.1 82.1 83.2 80.7

76.4

65.3

43.7

13.1

男性の労働力率 女性の労働力率

10
代
後
半

20
代
前
半

20
代
後
半

30
代
前
半

30
代
後
半
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半
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※ 出所：2023年（実績）は総務省「労働力調査」、2035年は本推計結果※ 出所：2023年（実績）の名目賃金・実質賃金は、厚生労働省「賃金構造基本調査」（算出方法は以下）、2030年と2035年の名目賃金・実質賃金は本推計結果
名目賃金 = 所定内給与額 ÷ 所定内労働時間、実質賃金 = 名目賃金 ÷ 消費者物価指数/100

※ 消費者物価指数は2020年基準（2020年を100とした場合の数値を表示）。また、2030年と2035年の消費者物価指数は、内閣府「中長期の経済財政に関する試算」（令和6年1月22日経済財政
諮問会議提出）のベースラインにおける物価上昇率を基に算出。なお、資料に掲載されているデータは2033年までの将来想定のため、2034年と2035年も2033年同様の物価上昇率とした
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一
時
的
減
少
か
ら
恒
常
的
減
少
へ

少
子
化
問
題
の
捉
え
方
の
変
遷

1
9
7
0
年
代
ま
で
は
、世
界
も
日
本
も
人
口

爆
発
へ
の
懸
念
が
勝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
や
、

世
界
の
人
口
も
今
世
紀
中
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
て

減
少
し
、自
律
的
な
回
復
は
見
込
め
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す（
※
１
）。そ
の
先
頭
を
走
っ
て
い
る
日

本
に
つ
い
て
、人
口
の
変
遷
を
整
理
し
ま
す
。

　

ま
ず
、人
口
の
変
遷
を
文
明
論
的
な
ス
ケ
ー
ル

で
大
掴
み
に
す
る
捉
え
方
と
し
て
、「
人
口
転
換

理
論
」
が
あ
り
ま
す
。人
口
は
前
近
代
的
な「
①

多
産
多
死
」の
状
況
か
ら
、近
代
化
が
進
む
と
、出

生
率
が
高
止
ま
り
し
た
ま
ま
死
亡
率
が
低
下
す

る「
②
多
産
少
死
」の
状
態
と
な
り
、
や
が
て
出

生
率
も
下
が
っ
て
出
生
と
死
亡
の
差
が
ほ
ぼ
な

く
な
る「
③
少
産
少
死
」の
状
態
に
至
る
、
と
い

う
捉
え
方
で
す
。

　

こ
の
構
図
に
基
づ
く
と
、日
本
は
明
治
維
新
に

よ
っ
て
産
業
革
命
が
起
こ
り
、
前
近
代
的
な「
①

多
産
多
死
」の
状
態
か
ら
、「
②
多
産
少
死
」の
時

代
に
移
り
ま
し
た
。そ
れ
が
戦
後
、
50
年
代
半
ば

に
な
る
と
、出
生
率
が
低
下
す
る「
③
少
産
少
死
」

の
時
代
に
入
り
ま
す
。こ
こ
に
見
ら
れ
る
日
本

の
大
き
な
特
徴
は
、出
生
率
が
低
下
す
る
と
い
う

人
口
転
換
理
論
終
盤
の
③
へ
の
変
化
が
、第
二
次

世
界
大
戦
後
か
ら
50
年
代
半
ば
の
た
っ
た
10
年

程
度
の
短
期
間
で
起
こ
っ
た
点
で
す
。西
欧
で
は

1
0
0
〜
2
0
0
年
の
ス
パ
ン
で
起
こ
っ
た
転

換
が
、わ
ず
か
10
年
ほ
ど
で
生
じ
た
の
で
す
。

　

戦
前
の
日
本
で
は
、女
性
１
人
当
た
り
４
〜
５

人
の
子
ど
も
を
産
ん
で
い
ま
し
た
が
、50
年
代
に

は
平
均
２
人
程
度
に
低
下
し
、そ
の
後
20
年
ほ
ど

は
、
ほ
ぼ
皆
婚
状
態
で
、
１
夫
婦
当
た
り
子
ど
も

が
２
人
と
い
う
規
範
が
続
き
ま
し
た
。こ
れ
は
継

続
す
る
世
代
が
お
お
む
ね
１
対
１
で
再
生
産
す

る
状
態
で
す
。当
時
の
人
口
学
で
は
、
こ
れ
が
最

終
形
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
70
年
代
後
半
、
さ
ら
に
出
生
率
が
下

が
り
始
め
る
フ
ェ
ー
ズ
に
入
り
ま
す
。第
二
人
口

転
換
で
す
。後
に
、
こ
の
時
期
を
転
換
期
と
捉
え

る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
す
が
、当
時
は
そ
れ
が
恒

常
的
に
続
く
と
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。出
産
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
遅
れ
が
要
因
で
あ

り
、女
性
１
人
が
生
涯
に
産
む
子
ど
も
の
数
は
変

わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

1
9
5
0
年
頃
に
生
ま
れ
た
、
団
塊
の
世
代

は
、
結
婚
の
平
均
年
齢
が
約
24
歳
で
、
95
％
の
女

性
が
結
婚
を
経
験
す
る
状
況
で
し
た
。
出
産
年

齢
の
ピ
ー
ク
が
遅
れ
出
す
と
、
統
計
上
は
一
時
的

に
T
F
R（
合
計
特
殊
出
生
率
※
２
）が
下
が
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。そ
の
よ
う
な
事
情
か

ら
、
こ
の
出
生
率
の
低
下
は
一
時
的
な
現
象
で
あ

り
、
ど
こ
か
で
下
げ
止
ま
り
元
に
戻
る
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。人
口
は
一
定
の
規
模
に

収
束
す
る
と
い
う
仮
定
の
下
、人
口
予
測
を
行
う

の
が
、当
時
の
人
口
学
の
常
識
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
丙
午（
ひ
の
え
う
ま
）の
特
殊
要
因

で
戦
後
最
低
の
出
生
率
だ
っ
た
66
年
の
１・5
8

を
下
回
る
、
89
年
の「
１・5
7
シ
ョ
ッ
ク
」が
起

こ
る
と
、よ
う
や
く
少
子
化
が
社
会
的
に
も
政
治

的
に
も
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。第
二
の
人
口
転
換
で
起
き
て
い
た
こ
と
は
、

晩
婚
化
と
非
婚
化
で
す
。結
婚
の
遅
れ
は
出
産

の
遅
れ
を
導
く
だ
け
で
な
く
、出
生
力
そ
の
も
の

を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
数
理
モ
デ
ル
で
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
晩
婚
化
は
結
婚
機

会
の
喪
失
を
も
た
ら
し
ま
す
。
2
0
2
0
年
時

点
で
女
性
の
50
歳
時
の
未
婚
率
は
約
18
％（
※

３
）と
、結
婚
し
な
い
人
も
増
加
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
は
婚
外
子
が
少
な
い
国
で
す
か
ら
、結
婚
し

な
い
人
が
増
え
た
こ
と
で
も
出
生
率
が
落
ち
て

い
た
の
で
す
。

　

こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
分
か
っ
て
き
た
の
は
、
90

年
代
後
半
で
す
。こ
の
頃
、経
済
学
の
領
域
で
も
、

人
口
学
的
な
現
象
と
経
済
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
考

え
る
動
き
が
出
て
き
ま
し
た
。経
済
学
の
世
界
で

は
、
そ
れ
ま
で
は
経
済
と
切
り
離
し
て「
人
口
は

一
定
の
割
合
で
増
え
る
も
の
」と
い
う
見
方
が
前

提
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、人
口
変
動
を
経
済
と

の
相
互
作
用
の
下
で
考
慮
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
の
で
す
。

個
人
と
集
団
が
織
り
な
す
人
口
動
態

そ
の
視
点
を
持
っ
て
対
策
を

　

先
述
の
通
り
、
少
子
化
は
世
界
的
な
傾
向
で

す
。な
ぜ
そ
う
し
た
傾
向
に
な
る
の
か
。そ
の
背

景
に
は
、
長
期
的
視
点
か
ら
、
主
に
先
進
国
に
共

通
し
た
こ
と
で
い
え
ば
、個
人
の
自
己
実
現
が
最

上
位
の
価
値
に
な
り
、個
人
の
選
択
肢
が
い
ろ
い

ろ
広
が
る
中
で
家
族
形
成
が
必
須
で
は
な
く
、そ

の
形
も
一
様
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

日
本
は
現
在
で
も
年
に
約
60
万
人
、
地
方
中

核
都
市
１
つ
分
の
人
数
が
減
少
し
続
け
て
い
ま

す
。そ
し
て
今
後
、
現
在
の
出
生
率
と
死
亡
率
を

前
提
に
単
純
な
推
計
を
す
る
と
、高
齢
化
率
40
％

程
度
の
構
造
で
、人
口
規
模
が
年
率
約
１
％
ず
つ

縮
小
し
て
い
く
未
来
が
見
え
て
い
ま
す
。こ
の

先
、社
会
は
現
在
の
仕
組
み
で
ど
こ
ま
で
耐
え
ら

れ
る
で
し
ょ
う
か
。地
方
自
治
体
の
中
に
は
、
す

で
に
高
齢
化
率
40
％
に
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が
、今
は
あ
く
ま
で
国
の
中
の
一
部
の

現
象
で
あ
り
、た
と
え
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
自

治
が
難
し
く
な
っ
て
も
、中
央
政
府
か
ら
支
援
が

得
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、
国
全
体
が
そ
う
な
っ
た

場
合
、海
外
か
ら
の
援
助
に
頼
る
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。経
済
的
問
題
だ
け
で
な
く
、
警
察
や
消

防
、自
衛
隊
、介
護
な
ど
、物
理
的
な
パ
ワ
ー
が
必

要
な
場
面
も
多
く
残
り
ま
す
。す
べ
て
を
ロ
ボ
ッ

ト
で
代
替
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、労
働
力
の
配
置

は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。
労
働
力
の
不
足
状

況
は
産
業
別
に
は
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、全
体

と
し
て
整
合
的
な
対
策
が
打
て
る
の
か
。果
た
し

て
、
市
場
に
任
せ
て
社
会
が
回
る
の
か
、
よ
く
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、政
府
は
海
外
か
ら
労
働
力
を
導
入
し
て

対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、多
文
化

共
生
の
問
題
も
慎
重
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。さ
ら
に
は
、
世
界
の
人
口
も
今
世

紀
中
に
減
少
に
転
じ
る
と
い
う
、ま
さ
に
人
類
全

体
が
未
踏
の
領
域
に
踏
み
込
ん
で
い
く
中
で
、海

外
か
ら
人
の
手
を
借
り
る
に
も
限
界
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
の
よ
う
に
人
口
減
少

を
取
り
巻
く
問
題
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
日
本
は
人
口
学
の
研
究

教
育
体
制
が
不
十
分
で
す
。
そ
の
た
め
専
門
的

な
議
論
が
深
ま
ら
ず
、
専
門
家
で
は
な
い
方
々
が

も
っ
ぱ
ら
人
口
問
題
を
語
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

人
口
推
計
の
背
後
に
は
、
個
々
人
が
ど
の
よ
う
な

産
み
方
、
死
に
方
を
し
て
い
る
か
と
い
う「
個
人
」

レ
ベ
ル
の
動
き
と
、
出
生
率
な
ど
の
数
値
で
示
さ

れ
る
よ
う
な「
集
団
」の
在
り
方
と
を
つ
な
ぐ
理

屈
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
り
ま
す
。出
生
率
ひ
と
つ

と
っ
て
も
、
数
字
が
示
す
本
当
の
意
味
を
解
釈
す

る
た
め
に
は
、
背
後
に
あ
る
こ
う
し
た
人
口
ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス
モ
デ
ル
の
理
解
が
必
要
で
す
。そ
う
し

た
学
問
的
背
景
を
踏
ま
え
ず
に
、直
感
的
な
見
か

け
の
数
の
議
論
に
頼
る
の
は
危
険
で
す
。本
誌
の

読
者
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
は
じ
め
、一

般
の
人
が
人
口
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
は
、

そ
の
点
を
意
識
し
、
直
感
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

専
門
的
な
研
究
を
参
照
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、世
界
で
先
陣
を
切
っ
て
超
高
齢

社
会
に
な
る
国
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、や
は
り
日
本

で
人
口
学
を
学
べ
る
環
境
が
一
層
整
備
さ
れ
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。近
い
将
来
、
こ
の
国
で
人

口
に
つ
い
て
、よ
り
活
発
に
専
門
的
な
議
論
が
な

さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

※3 国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資料集」（2023年改訂版） ※1 国際連合「世界人口推計2024年版：結果の概要」　※2 合計特殊出生率：1人の女性が生涯に出産する子どもの数を示す指標

〔PROFILE〕1982年京都大学理学部数学系卒。89年11月ライデン大学Ph.D取得。厚生省人
口問題研究所、東京大学大学院数理科学研究科助教授等を経て、2014年から23年まで同教
授を務める。23年4月より東京学芸大学特任教授、同年6月東京大学名誉教授となる。

東京学芸大学 特任教授 稲葉 寿氏（いなば・ひさし）

東京学芸大学 特任教授 稲葉 寿氏

〜「
労
働
市
場
の
未
来
推
計
」  

さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
た
め
に
〜

日本の労働力不足の大前提として、人口減少の問題がある。なぜ日本で少子高齢化が進み、これから
も人口増加は期待できないのか。そもそも20世紀には人口爆発が議論されていたにもかかわらず、ど
のように人口の増減に対する捉え方は変化していったのか。結婚、出産、死亡、人口移動などといった
人口現象を数理モデルで解明する数理人口学の第一人者である東京学芸大学特任教授 稲葉寿氏に話
を伺った。

人口学の視点から見る
労働力不足の
背景にある「人口減少」

Insight     Eye
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活躍機会の創出
ヒント

❶シニア就業者

Ⅰ：活躍機会の創出
❶ シニア就業者　❷ パートタイム就業者　❸ 副業者

Ⅱ：ヒト・技術への投資
❹ ヒトの成長　❺ 新たなテクノロジー

2
0
3
5
年
、働
く
５
人
に

１
人
が
65
歳
以
上
に

　

シ
ニ
ア
の
労
働
参
加
は
、前
回
推
計

で
も「
労
働
供
給
を
増
や
す
打
ち
手
」

の
ひ
と
つ
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

　

今
回
推
計
で
も
、
65
歳
を
超
え
て

も
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
シ
ニ
ア
が

多
い
点
に
注
目
し
、
男
女
と
も
に
65

〜
69
歳
、
70
歳
以
上
の
就
労
が
促
進

さ
れ
た
場
合
の
労
働
力
創
出
を
試
算

し
た（
図
表
１
）。

　

と
こ
ろ
で
、シ
ニ
ア
の
労
働
参
加
は
、

前
回
推
計
を
し
た
2
0
1
8
年
時
点

か
ら
、
ど
の
程
度
、
促
進
さ
れ
て
き
た

の
だ
ろ
う
か
。総
務
省「
労
働
力
調
査
」

に
よ
る
と
、男
女
と
も
に
60
代
以
上
の

労
働
参
加
率
は
増
加
し
て
お
り
、特
に

65
歳
以
上
の
就
業
者
に
着
目
す
る
と
、

2
0
1
8
年
時
点
で
8
6
0
万
人
で

あ
っ
た
シ
ニ
ア
就
業
者
が
、
2
0
2
3

年
で
は
9
1
4
万
人
と
、
こ
の
５
年

で
50
万
人
以
上
増
え
て
い
る
。さ
ら
に

今
回
の
推
計
で
は
、
2
0
3
5
年
に

1
4
3
8
万
人
ま
で
増
加
す
る
見
込

み
で
あ
る
。全
就
業
者
に
占
め
る
65
歳

以
上
の
就
業
者
の
割
合
は
、2
0
2
3

年
で
は
13
・
5
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、

2
0
3
5
年
に
は
20・2
％
に
達
す
る
。

つ
ま
り
、
2
0
3
5
年
に
は
全
就
業

者
の
約
５
人
に
１
人
は
65
歳
以
上
の

就
業
者
で
あ
る
と
い
う
状
況
が
到
来

す
る
だ
ろ
う
。

労働力不足解決に向けた
2つの軸と5つのヒント

働きたいと希望するすべてのシニアが
就業し活躍できる機会をつくる

活躍機会の創出 ヒント ❶シニア就業者

　

シ
ニ
ア
就
業
者
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
。

　

ひ
と
つ
に
、
シ
ニ
ア
の
健
康
面
の

状
況
が
挙
げ
ら
れ
る
。
内
閣
府「
令

和
５
年
版
高
齢
社
会
白
書
」
に
よ
る

と
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が

制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る

期
間
と
さ
れ
る
健
康
寿
命
は
、
過
去

20
年
ほ
ど
の
間
、
延
び
て
き
て
お
り
、

2
0
1
9
年
時
点
で
男
性
72
・
6
8

歳
、女
性
75
・
3
8
歳
。2
0
3
5
年

に
は
さ
ら
な
る
高
ま
り
が
見
込
ま
れ

る
。
70
代
ま
で
健
康
で
働
け
る
シ
ニ

ア
の
就
業
者
予
備
軍
は
着
実
に
増
え

て
い
く
。

　

ま
た
、
シ
ニ
ア
の
就
業
を
後
押
し

す
る
環
境
整
備
も
進
む
。
2
0
2
5

年
か
ら
は
す
べ
て
の
企
業
で
、65
歳
ま

で
の
雇
用
確
保
の
努
力
義
務
化
が
決

ま
っ
て
い
る
ほ
か
、老
齢
厚
生
年
金
の

受
給
開
始
年
齢
が
65
歳
へ
段
階
的
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
企
業
に
お

け
る
受
け
入
れ
環
境
の
拡
充
と
と
も

に
、シ
ニ
ア
の
就
業
が
促
さ
れ
て
き
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
労
働
市
場
の
中
で
存

在
感
が
高
ま
り
続
け
る
見
込
み
の
シ

ニ
ア
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
希

望
す
る
年
齢
ま
で
全
員
が
存
分
に
活

躍
で
き
そ
う
か
と
い
う
と
、
そ
う
で

ここまでに紹介した推計結果から、2035年には就業者数は増加するものの、労働需要に
対する供給は依然不足するという未来の姿が見えてきた。では、将来の労働力不足を解
決するにはどのようなアプローチが考えられるだろうか。
前回の推計では、不足する労働力644万人を補うために女性・シニア・外国人の就業者を
増やし、労働生産性を高めることを提言したが、今回もその基本軸は変わらない。
第1の軸は、必要な労働力に対し、供給される労働力を増やすこと。着目したのは、労働力
増加のポテンシャルを有する「シニア就業者」「パートタイム就業者」「副業者」である。
第2の軸は、労働生産性の向上によって労働供給の不足を緩和すること。特に、ヒトの成
長や新たなテクノロジー活用に焦点を当て、労働力不足解決のヒントを探った。

2035年の「シニア就業希望者の潜在的な労働力」試算結果図表1

※ 本推計で得られた60代前半の2035年労働力率に、18ページ図表2の就業希望率を掛けることで60代後半、70代以上
の労働力率を算出

※ 男女ともに70歳未満の労働力率に対しては、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和5年推計）」の出
生中位・死亡中位推計における2035年時点の「各年齢区分の人口データ」を掛け、70代以上の労働力率に対しては「70
代人口（80代以上人口は除く）」を掛けることで、就業者数を算出

※ 「年間労働時間」の数値は本推計結果
※ 年間の労働力増加分を算出後、365で割ることで1日当たりの労働力増加分を算出

本推計結果

女性65歳以上男性65歳以上
就業者数（増加分）

79万人増
就業者数（増加分）

139万人増

1人当たり年間労働時間

1,338時間
1人当たり年間労働時間

796時間

593万時間／日の労働力 増

54.7

91.0 85.7
76.0

39.6

60代前半 60代後半 70代以上 60代前半 60代後半 70代以上

80％

100％

0

20％

40％

60％

80％

100％

0

20％

40％

60％

本推計結果
就業希望率を加味した労働力率 就業希望率を加味した労働力率

男性の2035年労働力率 女性の2035年労働力率

72.1
69.8

63.1

20.2

43.7
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は
な
い
。当
社
が
実
施
し
て
い
る「
働

く
1
0
0
0
0
人
の
就
業
・
成
長
定

点
調
査
」で
は
、60
〜
64
歳
の
就
業
者

が
65
歳
以
降
も
働
き
た
い
割
合
は
、

2
0
1
7
〜
2
0
2
4
年
平
均
で
男

性
が
79
・
2
％
、女
性
が
73
・
6
％
。65

〜
69
歳
の
就
業
者
が
70
歳
以
降
も
働

き
た
い
割
合
は
男
性
が
75
・
9
％
、女

性
が
69・3
％
と
い
ず
れ
も
高
い
水
準

と
な
っ
て
い
る（
図
表
２
）。

　

働
き
た
い
理
由
は
、
60
代
後
半
ま

で
就
業
希
望
す
る
人
で
は「
生
活
維

持
の
た
め
の
収
入
が
必
要
」、
70
歳
以

降
も
就
業
希
望
す
る
人
で
は「
働
く

こ
と
に
よ
る
健
康
維
持
」
な
ど
が
そ

れ
ぞ
れ
１
位
に
挙
が
る
。他
方
、
70
歳

以
降
の
就
業
を
希
望
す
る
人
の
中
に

は「
社
会
貢
献
」
や「
や
り
が
い
を
得

た
い
」
と
い
う
回
答
も
上
位
10
位
以

内
に
入
り
、生
活
の
た
め
だ
け
で
は
な

い
就
業
意
欲
も
高
い（
※
１
）。

　

し
か
し
、
実
際
の
就
業
割
合
は
60

代
後
半
か
ら
大
き
く
減
少
す
る
。働

き
た
い
希
望
は
あ
り
つ
つ
も
働
く
こ

と
が
で
き
て
い
な
い
シ
ニ
ア
が
一
定

数
存
在
す
る
見
込
み
だ
。こ
れ
は
大

き
な
社
会
的
損
失
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構

（JILPT

）の「
60
代
の
雇
用
・
生
活
調

査（
2
0
2
0
年
）」で
は
、調
査
時
点

で
仕
事
に
就
い
て
い
な
か
っ
た
60
代

の
う
ち
、
26
・
4
％
は「
仕
事
を
し
た

い
と
思
い
な
が
ら
、
仕
事
に
就
け
な

か
っ
た
」と
回
答
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
今
回
、
先
述
し
た
当
社
調

査「
働
く
1
0
0
0
0
人
の
就
業
・

成
長
定
点
調
査
」
に
お
け
る
就
業
希

望
割
合
を
使
用
し
、
就
業
を
希
望
す

る
シ
ニ
ア
が
希
望
通
り
働
け
た
場
合

の
シ
ニ
ア
就
業
者
の
増
加
を
試
算
し

た
と
こ
ろ
、
2
0
3
5
年
に
は
男
性

79
万
人
、
女
性
1
3
9
万
人
の
増
加

が
期
待
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

増
加
分
を
労
働
時
間
に
換
算
す
る

と
、
１
日
当
た
り
5
9
3
万
時
間
分

と
な
る（
前
ペ
ー
ジ
図
表
１
）。

就
業
意
欲
を
後
押
し
す
る

政
策
を

　

１
日
当
た
り
5
9
3
万
時
間
分
の

労
働
力
増
加
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

は
、
国
や
企
業
は
ど
の
よ
う
な
施
策

を
打
て
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
国
に
期
待
す
る
こ
と
と
し
て

は
、
年
金
制
度
の
見
直
し
が
大
き
い
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
年
金
制
度
は
シ

ニ
ア
の
就
労
意
欲
を
左
右
す
る
大
き

な
フ
ァ
ク
タ
ー
だ
。例
え
ば「
在
職
老

齢
年
金
」は
、「
も
っ
と
働
き
た
い
」と

願
う
シ
ニ
ア
の
意
欲
を
そ
い
で
い
る
。

収
入
の
月
額
が
50
万
円
を
超
え
る
と

年
金
受
給
額
が
減
額
さ
れ
て
し
ま
う

「
50
万
円
の
壁
」
が
立
ち
は
だ
か
り
、

就
労
調
整
を
招
く
ケ
ー
ス
も
多
い
。

年
齢
に
よ
っ
て
ひ
と
括
り
に「
働
く

意
欲
」
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
同
時
に
、65
歳
以
上
の
シ
ニ
ア

が
求
職
し
て
い
て
も
働
く
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
現
状
に
鑑
み
、現
在
は
努

力
義
務
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
70
歳
ま

で
の
雇
用
を
義
務
化
す
る
な
ど
、
よ

り
踏
み
込
ん
だ
法
改
正
を
検
討
す
べ

き
時
が
来
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
で
も

シ
ニ
ア
戦
力
化
に
注
力
を

　

で
は
、
企
業
は
ど
う
か
。65
歳
ま
で

の
雇
用
確
保
の
義
務
化
や
、70
歳
ま
で

の
就
業
確
保
の
努
力
義
務
化
に
伴
い
、

す
で
に
大
企
業
を
中
心
に
定
年
の
延

長
や
廃
止
、
評
価
制
度
や
賃
金
体
系

を
見
直
す
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

企
業
と
し
て
も
、
シ
ニ
ア
が
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
高
く
働
き
続
け
ら
れ
る
制
度

や
環
境
を
整
え
、充
実
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
不
可
欠
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
厚
生
労
働
省
の「
高
年

齢
者
雇
用
状
況
等
報
告
」
に
よ
る
と
、

2
0
2
3
年
時
点
で
、
65
歳
ま
で
の

高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
を
実
施
済

み
の
企
業
は
99
・
9
％
で
あ
る
が
、70

歳
ま
で
の
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置

を
実
施
済
み
の
企
業
は
29
・
7
％
。中

小
企
業
を
中
心
に
実
施
済
み
企
業
は

増
え
て
は
き
て
い
る
が
、全
体
の
３
割

に
と
ど
ま
っ
て
い
る（
図
表
３
）。65
歳

以
上
の
就
業
希
望
者
が
働
き
続
け
ら

れ
る
た
め
の
環
境
の
整
備
が
十
分
で

は
な
い
企
業
が
ま
だ
多
い
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
シ
ニ
ア
を
う
ま
く
活
躍
さ

せ
ら
れ
て
い
な
い
企
業
に
は
、シ
ニ
ア

の
働
き
た
い
と
い
う
意
欲
を
そ
ぐ
よ

う
な
制
度
や
処
遇
が
散
見
さ
れ
る
。

例
え
ば
、定
年
再
雇
用
後
、約
半
数
以

上
は
仕
事
内
容（
職
務
）は
変
わ
ら
ず
、

給
与
だ
け
が
平
均
44
・
3
％
低
下
し

て
い
る
と
い
っ
た
調
査
結
果
が
あ
る

（
※
２
）。こ
う
し
た
状
況
で
は
、
シ
ニ

ア
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
よ
う

求
め
る
ほ
う
に
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
シ
ニ
ア
の
多
く
は
、
嘱
託
や

パ
ー
ト
、
契
約
社
員
な
ど
の
形
で
再

雇
用
さ
れ
て
い
る
。
2
0
2
1
年
か

ら
中
小
企
業
に
も
適
用
さ
れ
た「
同

一
労
働
同
一
賃
金
」
の
観
点
か
ら
も
、

再
雇
用
者
に
対
し
て
、
同
じ
仕
事
内

容（
職
務
）
を
続
け
る
の
で
あ
れ
ば
、

合
理
的
な
理
由
が
な
い
限
り
大
幅
な

賃
金
引
き
下
げ
は
問
題
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

シ
ニ
ア
の
就
業
者
が
さ
ら
に
増
え
て

い
く
未
来
を
見
据
え
、
企
業
は
今
の

う
ち
か
ら
、
シ
ニ
ア
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
高
く
、
か
つ
戦
力
と
し
て
働
け
る

よ
う
な
制
度
を
再
設
計
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
制
度
が
望
ま
し

い
の
か
、
参
考
ま
で
に
当
社
が
過
去

に
企
業
向
け
に
行
っ
た
調
査
の
結
果

（
※
３
）を
基
に
、い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン

ト
を
提
示
し
た
い
。

　

図
表
４
の
通
り
、
当
社
調
査
で
は
、

シ
ニ
ア
が
活
躍
し
て
い
る
組
織
は
、賃

金
を
市
場
相
場
に
応
じ
て
見
直
す
市

場
主
義
傾
向
が
強
い
ほ
か
、
社
内
の

職
務
情
報
が
社
員
に
開
示
さ
れ
、
異

動
な
ど
に
よ
る
社
内
流
動
性
が
高
い

と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
た
。ま
た
、
社

内
公
募
や
フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、社

内
副
業
と
い
っ
た
制
度
を
設
け
、企
業

内
部
に
お
け
る
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
施

策
を
数
多
く
実
施
し
て
い
る
傾
向
も

見
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
施
策
を
作
っ
た
だ
け
で

終
わ
ら
せ
ず
、
実
際
の
効
果
に
結
び

付
け
る
に
は
、
事
業
部
の
協
力
も
得

な
が
ら
、
社
内
に
あ
る
業
務
や
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
透
明
化
し
た
り
、
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
を
社
員
に
向
け
て
提
示
し
た

り
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

シ
ニ
ア
個
人
に
向
け
て
も
、
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
の
現
状
を
見
つ
め
、今
後
の

方
向
性
を
持
て
る
よ
う
、研
修
や
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
に
よ
っ
て
キ
ャ
リ

ア
に
関
す
る
対
話
機
会
を
設
け
る
こ

と
が
必
要
に
な
る
。
方
向
性
が
決
ま

れ
ば
、豊
富
な
経
験
や
ス
キ
ル
を
有
す

る
シ
ニ
ア
は
、企
業
の
成
長
を
支
え
て

く
れ
る
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、シ
ニ
ア
世
代
が

新
し
い
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
ら
れ
る

よ
う
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
や
学
び
へ
の
支

援
も
重
要
だ
。
こ
う
し
た
支
援
は
シ

ニ
ア
世
代
に
な
っ
て
か
ら
受
け
る
の

で
は
な
く
、
ミ
ド
ル
世
代
か
ら
継
続

的
に
行
う
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
シ

ニ
ア
に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、全
従
業

員
に
と
っ
て
必
要
な
施
策
と
い
え
る
。

ま
た
、
職
場
を
構
成
す
る
従
業
員
は

今
後
、
そ
の
多
く
を
シ
ニ
ア
が
占
め

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
中
、「
何
歳
で

あ
っ
て
も
」
働
く
意
欲
を
持
ち
続
け

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、年
齢

に
と
ら
わ
れ
な
い
人
事
評
価
制
度
や

環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で

あ
ろ
う
。

　

ど
う
し
て
も
年
金
制
度
や
労
働
関

連
法
な
ど
、
国
か
ら
の
要

請
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る

部
分
は
あ
る
。
し
か
し
、

シ
ニ
ア
を
よ
き
働
き
手
と

し
て
戦
力
化
で
き
な
け
れ

ば
、
こ
の
先
の
生
産
活
動

を
維
持
・
成
長
さ
せ
て
い

く
こ
と
は
、
も
は
や
難
し

い
と
い
う
現
実
を
企
業
は

直
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
国
の
要
請

を
待
ち
、
そ
の
対
応
に
終

始
す
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
企
業
が
自
社
に

と
っ
て
最
も
良
い
制
度
や

施
策
の
在
り
様
を
自
律
的

に
考
え
、
国
の
動
き
に
先

ん
じ
て
手
を
打
っ
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

※3 パーソル総合研究所「企業のシニア人材マネジメントに関する実態調査」https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/data/senior-management.html ※1 パーソル総合研究所「働く10,000人の就業・成長定点調査」2024年版結果
※2 パーソル総合研究所「シニア従業員とその同僚の就労意識に関する定量調査」https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/data/senior-peers.html

活躍機会の創出 ヒント ❶シニア就業者

65歳以降も働きたい割合
（60～64歳の就業者）

設問文：あなたは人生で何歳まで働きたいと思いますか。希望する年齢をお知らせください。

79.2% 73.6%
全体平均
（17～24年）

女性男性

70歳以降も働きたい割合
（65～69歳の就業者）

75.9% 69.3%
全体平均
（17～24年）

女性男性

シニア就業者の今後の就業希望割合図表2

※ 出所：パーソル総合研究所「働く10,000人の就業・成長定点調査」

企業における70歳までの高年齢者就業確保措置の実施状況図表3

シニア人材が活躍する組織の特徴図表4

70歳までの高年齢者就業確保措置を実施済みの企業（全体）
中小企業　　
大企業

40％

0

10％

20％

30％ 26.2％25.6％

17.8％

27.9％

20.4％

29.7％ 30.3％

22.8％

28.5％

2021年 2022年 2023年

※ 出所：パーソル総合研究所「企業のシニア人材マネジメントに関する実態調査」
※ 図中の★は、分析で特に影響が強く見られたもの

※ 出所：厚生労働省「高年齢者雇用状況等報告（令和3年～5年）」

市場主義傾向
特定の職務の賃金は市場相場に応じて、適宜見直されている

組織の特徴

人事制度の特徴

人事施策

社内公募制度・フリーエージェン
ト制度・社内副業・タレントマネジ
メントシステム活用による適所配
置施策などの実施数

社内労働市場の透明化

ポジションのオープンさ

社内ジョブマッチング
施策の充実

キャリアコンサルタントの
配置

年上部下を持つ
管理職向けの

マネジメント研修の実施

シニア人材への健康支援

異動・転勤の多さ

専門性の重視と育成体制

専門性重視

育成の手厚さ

個の尊重

ダイバーシティ＆
インクルージョンの浸透

シニア人材活躍
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活躍機会の創出
ヒント

❷パートタイム
就業者

も
し「
年
収
の
壁
」が

な
か
っ
た
な
ら
ば

2
0
1
8
年
に「
労
働
市
場
の
未
来

推
計
2
0
3
0
」を
発
表
し
た
際
、
本

誌
で
は「
人
手
不
足
に
対
す
る
４
つ
の

解
決
策
」の
ひ
と
つ
と
し
て「
働
く
女

性
を
増
や
す
」こ
と
を
提
言
し
た
。そ

れ
か
ら
2
0
2
4
年
現
在
に
至
る
ま

で
の
６
年
間
、女
性
の
労
働
参
加
率
は

増
え
続
け
て
い
る
。女
性
就
業
者
の
約

４
割
を
占
め
る
の
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就

業
者
だ（
※
１
）。だ
が
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
就
業
者
の
労
働
時
間
は
、
近
年
、
減

少
傾
向
に
あ
る
。そ
の
一
因
と
考
え
ら

れ
る
の
が「
年
収
の
壁
」問
題
で
あ
る
。

　

所
得
税
や
社
会
保
険
料
の
負
担
を

避
け
る
た
め
に
就
業
調
整
を
行
う
、

い
わ
ゆ
る「
年
収
の
壁
」
の
影
響
は
、

扶
養
の
範
囲
内
で
働
く
パ
ー
ト
タ
イ

ム
就
業
者
の
働
く
機
会
の
創
出
を
阻

害
す
る
存
在
と
い
え
る
。「
壁
」の
上
限

額
が
据
え
置
か
れ
た
中
、賃
金
の
上
昇

に
伴
い
、
年
収
1
0
0
万
円
前
後
に

収
ま
る
よ
う
労
働
時
間
を
調
整
す
る

例
が
顕
著
だ
。そ
の
影
響
は
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
就
業
者
を
中
心
に
シ
フ
ト
を

組
む
こ
と
の
多
い
飲
食
や
販
売
で
、特

に
大
き
い
。
例
え
ば
10
人
で
組
ん
で

い
た
シ
フ
ト
は
、11
人
や
12
人
、
さ
ら

に
は
そ
れ
以
上
の
人
数
で
な
け
れ
ば

埋
ま
ら
な
く
な
る
。

　

実
際
に
厚
生
労
働
省
の「
毎
月
勤
労

統
計
調
査
」の
傾
向
を
見
る
と
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
就
業
者
１
人
当
た
り
の
月

間
労
働
時
間
は
、
時
給
の
上
昇
に
反

比
例
す
る
か
の
よ
う
に
、
2
0
0
0

年
の
98
・
3
時
間
か
ら
、
2
0
2
3
年

に
は
79
・
3
時
間
と
、
20
時
間
近
く
減

少
し
て
い
る
。「
年
収
の
壁
」
の
影
響

を
受
け
、
こ
の
傾
向
が
続
く
場
合
、

月
間
労
働
時
間
は
今
後
も
減
少
し
、

2
0
3
5
年
に
は
57・7
時
間
ま
で
短

く
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

仮
に
、こ
の「
壁
」が
緩
和
さ
れ
た
な

ら
ば
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
業
者
の
労
働

時
間
は
も
っ
と
増
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
い
に
立
っ
て
、
2
0
3
5
年
時

点
で
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
業
者
の
潜

在
的
な
労
働
力
を
時
間
で
試
算
し
た
。

就
業
調
整
が
緩
和
さ
れ
た
場
合
を
２

パ
タ
ー
ン
想
定
し
て
い
る（
図
表
１
）。

　

結
果
は
、
仮
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就

業
者
の
就
業
調
整
が
緩
和
さ
れ
、

2
0
3
5
年
の
月
間
労
働
時
間
が
、

①
2
0
2
3
年
と
同
様
の
79
・
3
時

間
で
維
持
さ
れ
た
場
合
は
１
日
当
た

り
3
5
7
万
時
間
、
②
2
0
2
3
年

よ
り
月
間
労
働
時
間
が
増
え
て
89・1

時
間
ま
で
増
加
し
た
場
合
は
１
日
当

た
り
5
1
8
万
時
間
の
労
働
力
増
加

が
期
待
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
壁
」解
消
に
向
け
た

国
の
対
策
は

　

労
働
力
増
加
を
現
実
の
も
の
と
し

て
い
く
た
め
に
、国
に
期
待
さ
れ
る
こ

と
は
何
か
。
す
で
に
厚
生
労
働
省
は

現
行
の「
年
収
の
壁
」（
図
表
２
）に
対

し
、当
面
の
対
策
と
し
て「
年
収
の
壁
・

支
援
強
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」を
2
0
2
3

年
10
月
か
ら
導
入
し
て
い
る
。
対
策

内
容
は
主
に
２
点
。
①
社
会
保
険
加

入
で
労
働
者
の
手
取
り
が
減
少
し
な

い
よ
う
に
取
り
組
む
企
業
に
対
し
最

大
50
万
円
の
助
成
金
を
支
給
す
る

（
「
1
0
6
万
円
の
壁
」対
策
）、
②
年

収
が
1
3
0
万
円
を
超
え
て
も
連
続

２
年
ま
で
は
配
偶
者
の
扶
養（
社
会
保

険
上
の
扶
養
）に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で

き
、社
会
保
険
料
の
負
担
が
生
じ
な
い

（
「
1
3
0
万
円
の
壁
」対
策
）と
い
う

も
の
だ
。

　

こ
の
対
策
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
の

効
果
が
表
れ
る
か
は
、今
後
の
検
証
が

待
た
れ
る
が
、こ
の「
壁
」対
策
は
、２

年
間
と
い
う
時
限
的
な
制
度
で
あ
る

た
め
、企
業
側
の
使
い
づ
ら
さ
は
否
め

な
い
。恒
久
的
な
制
度
で
な
け
れ
ば
企

業
の
行
動
を
変
え
る
こ
と
は
難
し
い

だ
ろ
う
。も
ち
ろ
ん
、
国
の
助
成
金
を

活
用
し
た「
壁
」
対
策
を
パ
ー
ト
タ
イ

ム
従
業
員
に
分
か
り
や
す
く
打
ち
出

し
て
い
く
企
業
の
努
力
は
必
要
だ
。だ

が
、労
働
者
に
と
っ
て
も
分
か
り
に
く

い
制
度
で
あ
り
、あ
え
て
雇
用
主
と
相

談
し
て
労
働
時
間
を
増
や
す
ま
で
に

至
る
か
は
疑
問
が
残
る
。連
合
の
調
査

（
※
２
）で
は
、「
年
収
の
壁
」を
そ
も
そ

も
理
解
し
て
い
な
い
人
が
56
％
い
る

と
さ
れ
て
い
る
。「
よ
く
分
か
ら
な
い

が
、損
は
し
た
く
な
い
の
で
1
0
0
万

円
程
度
に
抑
え
よ
う
」
と
考
え
る
人

が
多
い
現
状
で
は
、新
た
な
制
度
の
理

解
が
進
む
と
は
考
え
に
く
い
。「
壁
」対

策
は
恒
久
的
、か
つ
分
か
り
や
す
い
制

度
に
す
る
こ
と
、「
壁
」そ
の
も
の
に
つ

い
て
も
正
し
い
知
識
を
周
知
啓
蒙
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。そ
の
意
味
か

ら
も
国
の
役
割
は
重
要
と
い
え
る
。

企
業
が
で
き
る

「
壁
」対
策
と
は

　

で
は
国
が
役
割
を
果
た
す
ま
で
、手

立
て
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。企
業
は
何

が
で
き
る
の
か
。ひ
と
つ
は
、「
壁
」を

突
破
し
て
で
も
働
き
た
い
と
思
わ
せ

る
よ
う
な
雇
用
条
件
を
提
示
で
き
て

い
る
か
を
考
え
る
こ
と
だ
。パ
ー
ト
タ

イ
ム
従
業
員
が
今
よ
り
も
っ
と
働
き

た
い
と
思
え
る
よ
う
な
仕
事
内
容
、福

利
厚
生
、キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
な
ど
魅

力
的
な
労
働
環
境
を
整
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
。

　

魅
力
的
な
労
働
環
境
の
整
備
に
は

少
な
か
ら
ず
予
算
が
必
要
と
な
る
。

し
か
し
整
備
に
よ
り
、パ
ー
ト
タ
イ
ム

従
業
員
の
定
着
率
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
向
上
、さ
ら
に
フ
ル
タ
イ
ム
従
業

員
の
残
業
時
間
の
短
縮
が
実
現
す
れ

ば
、相
殺
し
得
る
だ
ろ
う
。

　

全
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
業
者
に
占
め

る
就
業
調
整
者
は
20
％
程
度
だ
が
、

「
壁
」
撤
廃
に
よ
り
労
働
時
間
を
延
ば

す
人
が
増
え
れ
ば
、
職
場
で
の
労
働

時
間
の
相
場
観
が
変
わ
り
、「
自
分
も

も
う
少
し
働
こ
う
か
」と
い
っ
た
、
就

業
調
整
者
以
外
へ
の
波
及
効
果
の
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
業
者
を
雇

用
す
る
企
業
だ
け
で
な
く
、
そ
の
配

偶
者
を
雇
用
す
る
企
業
も
変
わ
る
必

要
が
あ
る
。「
壁
」の
上
限
額
を
参
考
に

し
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
配
偶

者
手
当
な
ど
も
間
接
的
に
就
業
調
整

に
影
響
す
る
か
ら
だ
。
能
力
で
は
な

く
配
偶
者
を
有
す
る
か
否
か
で
給
与

が
変
わ
る
仕
組
み
そ
の
も
の
が
公
平

性
を
欠
く
と
い
う
理
由
で
廃
止
す
る

企
業
も
増
え
て
い
る
。
配
偶
者
手
当

を
基
本
給
や
賞
与
、
他
の
手
当
の
原

資
と
し
て
充
て
る
な
ど
従
業
員
に
対

す
る
不
利
益
変
更
を
避
け
つ
つ
、時
代

の
変
化
に
合
わ
せ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く

制
度
を
見
直
す
こ
と
が
肝
要
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
短
時
間
働

き
、家
事
の
ほ
ぼ
全
般
を
担
う
妻
が
よ

り
長
く
働
く
よ
う
に
な
っ
て
も
家
庭

生
活
が
維
持
で
き
る
よ
う
、夫
側
の
柔

軟
な
働
き
方
に
向
け
た
労
働
環
境
の

整
備
も
重
要
だ
。
例
示
し
た
よ
う
な

対
策
か
ら
着
実
に
進
め
、
最
終
的
に

は
、男
性
が
働
い
て
女
性
が
家
を
守
る

と
い
っ
た
性
別
役
割
分
業
意
識
を
見

直
さ
な
け
れ
ば
、
女
性
の
働
き
方
に

変
化
は
起
こ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
就
業

調
整
の
問
題
は
、日
本
社
会
全
体
に
こ

う
し
た
問
い
も
投
げ
か
け
て
い
る
。

「年収の壁」緩和で期待される
パートタイム就業者の労働力増

活躍機会の創出 ヒント ❷パートタイム就業者

※1 総務省「労働力調査（基本集計）　2023年平均」※2 日本労働組合総連合会「年金に関する調査2024」https://www.jtuc-rengo.or.jp/info/chousa/data/20240514.pdf

活躍機会の創出 ヒント ❷パートタイム就業者

現行の「年収の壁」の概要図表2

2035年の「パートタイム就業者の潜在的な労働力」試算結果図表1

357
万時間／日

労働力
増

1人当たりの
月間労働時間は
57.7時間

1人当たりの
月間労働時間は
79.3時間

労働力不足は

1,775
万時間／日

労働力不足は

1,418
万時間／日

518
万時間／日

労働力
増

2023年よりも労働時間が

増加した場合
2035年の労働時間が
標準的な場合＊1

2023年同様＊2の労働時間が

維持された場合

1人当たりの
月間労働時間は
89.1時間＊3

労働力不足は

1,257
万時間／日

＊1 2035年のパートタイム就業者1人当たりの月間労働時間（57.7時間）は、厚生労働省「毎月勤労統計調査」の傾向を基に予測
＊2 2023年のパートタイム就業者1人当たりの月間労働時間は、厚生労働省「毎月勤労統計調査」
＊3 「130万円の壁」となった1993年から2023年までの間に、就業調整によって失われたと考えられる労働時間の半分が回復した場合を仮定

※ パーソル総合研究所作成

100万円
以下

100万円
超

103万円
超

106万円
以上

130万円
以上

150万円
超

201万円
超

配偶者
控除

配偶者
特別控除

所得税 社会
保険料

配偶者がいる場合

配偶者
特別控除へ
移行

不要

不要

不要

一部必要

必要

必要

必要

不要

不要

必要

必要

必要

必要

必要

住民税

不要

必要

必要

必要

必要

必要

必要

一部対象

対象

対象

対象

対象

対象

対象外
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活躍機会の創出
ヒント
❸副業者

員
が
副
業
を
行
っ
た
場
合
を
試
算
し

た
。結
果
、１
日
当
た
り
2
9
0
万
時

間
の
労
働
力
が
生
ま
れ
る
見
込
み
で

あ
る（
図
表
１
）。な
お
、
図
表
２
は
、

2
0
3
5
年
の
副
業
希
望
率
と
、
そ

の
う
ち
の
副
業
安
全
層
の
割
合
を
予

測
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、こ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最

大
限
に
引
き
出
す
に
は
、
ま
だ
多
く

の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。５
年
に

１
度
実
施
さ
れ
る「
就
業
構
造
基
本

調
査
」（
総
務
省
統
計
局
）
の
副
業
実

施
率
を
見
る
と
、
調
査
対
象
で
あ
る

全
産
業
の
全
就
業
者
の
中
で
副
業
者

の
割
合
は
2
0
1
7
年
が
約
４
％
、

2
0
2
2
年
は
約
５
％
と
、
そ
の
伸

び
は
１
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

一
方
、企
業
の
正
社
員
の
み
を
対
象

に
当
社
が
実
施
し
た
副
業
に
関
す
る

調
査（
※
１
）（
以
降
、当
社
の
副
業
調

査
）で
は
、
副
業
を
実
施
し
て
い
る
正

社
員
の
割
合
は
2
0
1
8
年
の
10
・

7
％
か
ら
2
0
2
3
年
の
7
・
0
％

と
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
の

収
束
に
よ
っ
て
テ
レ
ワ
ー
ク
か
ら
出

社
へ
と
切
り
替
わ
り
、
時
間
に
余
裕

が
な
く
な
っ
た
と
い
う
一
時
的
な
影

響
も
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
し

て
も
正
社
員
の
副
業
が
公
に
解
禁
さ

れ
、環
境
整
備
が
進
ん
だ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、副
業
者
は
増
え
て
い
な
い
。

伸
び
悩
む

副
業
の
受
け
入
れ
率

　

当
社
の
副
業
調
査
で
は
、
企
業
が

従
業
員
の
副
業
を
認
め
る
副
業
容
認

率
は
2
0
1
8
年
調
査
以
降
、
上
昇

傾
向
に
あ
り
、2
0
2
3
年
に
は
60
・

9
％
ま
で
高
ま
っ
て
い
る（
図
表
3
）。

し
か
し
、
企
業
が
外
部
か
ら
副
業
者

を
受
け
入
れ
る
副
業
受
け
入
れ
率
は

2
0
2
3
年
時
点
で
24
・
4
％
と
、容

認
率
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
目
立
つ
。

　

副
業
に
は
、
企
業
と
個
人
が
業
務

委
託
契
約
を
結
ぶ
場
合
と
、
雇
用
契

約
を
結
ぶ
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
受
け
入
れ
を
た
め
ら
わ
せ
る
問
題

が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。例
え
ば
、
前
者

で
は「
業
務
の
切
り
出
し
方
が
分
か

ら
な
い
」「
副
業
人
材
と
の
出
会
い

方
・
選
び
方
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど
。

後
者
で
は「
労
務
管
理
が
煩
雑
」「
割

増
賃
金
の
支
払
い
負
担
が
発
生
す

る
」な
ど
。ま
た
、
副
業
先
の
社
員
か

ら
す
る
と
、「
社
外
の
人
に
自
社
の
こ

と
は
理
解
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
思

い
込
み
も
あ
る
よ
う
だ
。
こ
れ
ら
の

ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
や
心
理
的
な
障
壁
が

副
業
の
受
け
入
れ
を
妨
げ
て
い
る
。

　

一
方
、
正
社
員
の
副
業
意
向
率
は

高
く
、
そ
の
理
由
と
し
て「
副
収
入
を

得
た
い
か
ら
」「
現
在
の
仕
事
で
の
将

来
的
な
収
入
に
不
安
が
あ
る
か
ら
」

な
ど
が
挙
が
っ
た
。し
か
し
、
こ
ち
ら

も
副
業
実
施
率
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
大

き
い
。
副
業
に
踏
み
切
れ
な
い
理
由

と
し
て「
自
分
の
希
望
や
ス
キ
ル
に

合
っ
て
お
ら
ず
、
応
募
を
控
え
て
し

ま
う
」な
ど
が
挙
が
っ
た
。

今
後
も
増
加
が
予
想
さ
れ
る

副
業
希
望
者

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、企
業
・
個
人
と

も
に
副
業
へ
の〈
関
心
・
希
望
〉が
高

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
副
業
者
が
増

え
な
い
理
由
に
は
、
ま
ず「
ア
ン
マ
ッ

チ
の
多
さ
」が
挙
げ
ら
れ
る
。副
業
者

と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
精
度
を
高
め

る
に
は
、
求
人
の
条
件
に
柔
軟
性
を

持
た
せ
る
、
入
社
後
の
リ
ア
リ
テ
ィ

シ
ョ
ッ
ク
を
防
ぐ
た
め
、本
音
ベ
ー
ス

の
認
識
合
わ
せ
を
十
分
行
う
と
い
っ

た
工
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
副
業
を
受
け
入
れ
る
企
業

（
受
け
皿
）が
そ
も
そ
も
少
な
い
こ
と

も
理
由
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
は
現
状
に
お
い
て
、企
業
が
副
業

の
受
け
入
れ
に
躊
躇
す
る
よ
う
な
労

務
管
理
の
煩
雑
さ
や
、
割
増
賃
金
の

制
度
上
の
不
合
理
性
な
ど
は
、国
に
よ

る
さ
ら
な
る
是
正
を
期
待
し
た
い
。

　

ま
た
、い
ま
や
副
業
は
、グ
ル
ー
プ

企
業
間
の
副
業
も
あ
れ
ば
、
本
業
先

と
副
業
先
が
相
互
に
連
携
す
る
タ
イ

プ
の
副
業
、
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、

そ
の
在
り
方
が
多
様
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
例
え
ば
業
務
委
託
の

副
業
に
対
し
て
は
、「
業
務
委
託
で
人

材
を
活
用
す
る
と
、
労
働
者
性
の
観

点
で
批
判
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
の

で
怖
い
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
る
。

曖
昧
さ
が
残
る
労
働
者
性（
労
働
基

準
法
や
労
働
組
合
法
で
定
め
ら
れ
る

「
労
働
者
」
の
判
断
基
準
）
を
明
確
化

す
る
こ
と
も
国
の
責
務
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
先
、
働
き
方
改
革
が
進
む
に

つ
れ
、
１
人
当
た
り
の
労
働
時
間
は

ま
す
ま
す
減
少
し
、そ
れ
に
伴
い
、余

裕
が
生
ま
れ
た
時
間
を
生
か
し
て
副

業
し
よ
う
と
思
う
就
業
者
も
増
え
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。さ
ら
に
、

こ
の
労
働
力
不
足
の
中
、
近
い
将
来
、

企
業
は
副
業
人
材
を
受
け
入
れ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
直
面
す
る
可
能
性

は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
副
業
者
は
副

業
先
か
ら
新
た
な
ス
キ
ル
・
経
験
を

獲
得
で
き
、副
業
先
・
本
業
先
も
ま
た

副
業
者
か
ら
刺
激
を
受
け
、
学
び
を

得
ら
れ
る
こ
と
が
、
当
社
の
副
業
調

査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
副

業
は
、
労
働
力
不
足
へ
の
効
果
に
加

え
、
こ
う
し
た
副
次
的
効
果
も
期
待

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
多
角
的
な
メ

リ
ッ
ト
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、副
業
の

受
け
入
れ
に
前
向
き
に
取
り
組
む
企

業
が
増
え
、
労
働
力
不
足
の
解
決
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

時間で捉えるからこそ見えてくる
労働力不足の解決策「副業」

活躍機会の創出 ヒント ❸副業者

活躍機会の創出 ヒント ❸副業者

※1 パーソル総合研究所「第三回 副業の実態・意識に関する定量調査」https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/data/sidejob3.html

働
き
手
の
時
間
に

着
目
し
た
対
策「
副
業
」

2
0
1
8
年
か
ら
本
格
的
に
走
り

出
し
た「
副
業
」
の
推
進
。厚
生
労
働

省
は
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、副

業
・
兼
業
の
促
進
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
策
定
し
、同
時
に
モ
デ
ル
就
業

規
則
も
副
業
・
兼
業
を
原
則
認
め
る

内
容
に
改
定
し
た
。
2
0
1
8
年
は

「
副
業
元
年
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
後
も

2
0
2
0
年
に
副
業
者
の
労
働
時
間

管
理
や
健
康
確
保
の
ル
ー
ル
を
明
確

化
。2
0
2
2
年
に
は
企
業
に
副
業
・

兼
業
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
の
情
報

公
開
を
推
奨
す
る
な
ど
、
副
業
を
促

進
す
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
き
た
。

　

副
業
は
ま
さ
に
、
働
き
手
の「
時

間
」
に
着
眼
し
た
労
働
力
不
足
を
補

う
有
効
な
策
と
い
え
る
。
そ
こ
で
今

回
の
試
算
で
は
、
2
0
3
5
年
時
点

で
副
業
希
望
者
が
全
員
副
業
を
し
た

場
合
の
労
働
市
場
に
お
け
る
イ
ン
パ

ク
ト
を
算
出
し
た
。た
だ
し
、
副
業
推

進
に
は
、
過
重
労
働
の
リ
ス
ク
が
伴

う
。そ
こ
で
、
副
業
希
望
者
の
う
ち
、

副
業
を
し
て
も
残
業
上
限
時
間
を

超
え
ず
に
安
全
に
働
け
る
で
あ
ろ
う

人
々
を「
副
業
安
全
層
」（
副
業
希
望

者
の
７
割
弱
に
相
当
）と
し
、
そ
の
全

企業における「副業の容認」と「副業者の受け入れ」の推移図表3

2035年の「副業希望者の潜在的な労働力」試算結果図表1

副業希望率の見通しと、副業安全層の割合図表2

※ 出所：2022年以前の数値は総務省「就業構造基本調査」、2023年以降の数値は実績値の傾向を基に予測

※ 出所：パーソル総合研究所「第三回 副業の実態・意識に関する定量調査」

50.9％ 60.9％
24.4％

副業
容認率

副業
受け入れ率

+4.1pt +5.9pt

+0.2pt
企
業

（未聴取）

18年調査 23年調査

55.0％

24.2％

21年調査

就業者1人当たりの年間副業時間

180時間／年（月15時間×12ヵ月）

就業者数

7,122万人
副業希望率（副業安全層＊１のみ）

8.2％ 290
万時間／日＊2の
労働力 増

2035年 

0

2％

4％

6％

8％

10％

12％

14％

2002年 07年 12年 17年 22年 30年 35年

5.1 5.2 5.7
6.4

10.3

12.4

1.7 1.9 2.2 2.7

6.3

8.2
副
業
希
望
者
の
う
ち
、

労
働
時
間
週
45
時
間
以
内
就
業
者

副
業
安
全
層
の
割
合

副
業
希
望
率

7.7

4.0

実績 予測

＊1 副業安全層について
副業に費やす時間を1カ月当たり15時間と仮定。月間15時間分の副業を行ったとしても、36協定における原則の残業上限時間（月間45時間以内）を超えない就業者を「副業安全層」と定めた。
なお、副業安全層における許容週間労働時間は「47.5時間」であるが、データ区分の都合上、「週45時間以内」を副業安全層として捉えている

＊2 年間の労働力増加分を算出後、365で割ることで1日当たりの労働力増加分を算出
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ギ
グ
ワ
ー
ク
や
日
雇
い
労
働
と

ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
何
が
違
う
の
か

　

最
近
と
み
に
、ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る

新
し
い
形
態
の
働
き
方
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
何
か
と
問
わ
れ
る
際
、

私
は
一
般
社
団
法
人
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
の

表
現
に
沿
っ
て
、
短
時
間
、
単
発
の
働
き
方
と

言
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、短
時
間
、単
発
と
な
る
と

他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
働
き
方
が
あ
り
ま
す
。例

え
ば
、
ギ
グ
ワ
ー
ク
と
の
比
較
で
い
え
ば
、
業
務

委
託
契
約
で
の
働
き
方
を
ギ
グ
ワ
ー
ク
、雇
用
労

働
者
と
し
て
の
働
き
方
を
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、

同
協
会
で
は
定
義
し
て
い
ま
す
。

　

配
膳
人
な
ど
の
職
業
紹
介
に
よ
る
日
雇
い
労

働
と
の
違
い
を
考
え
る
と
、ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

ア
プ
リ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
申
し
込
み
を
し

て
、雇
用
者
と
の
間
で
面
接
や
履
歴
書
の
送
付
を

行
わ
ず
、即
時
に
契
約
を
結
ん
で
働
く
の
が
典
型

的
な
形
式
で
す
。以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
ス
ポ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は

①
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
て
仲
介
を
行
い

②
短
時
間
、単
発
で
雇
用
労
働
者
と
し
て

就
労
す
る
働
き
方

と
い
え
ま
す
。大
手
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
仲
介
事

業
者
の
登
録
者
数
を
単
純
合
計
す
る
と
、
直
近

の
数
字
は
約
2
5
0
0
万
人（
※
１
）と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。複
数
の
仲
介
事
業
者
に
登
録
し

て
い
る
人
も
い
る
の
で
、実
数
は
違
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
が
、か
な
り
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ス
マ
ホ
上
で
労
働
者
が
申
し
込
み
、求
人
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
行
わ
れ
、働
い
た
そ
の
日
の
う
ち

に
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
。こ
の
モ
デ
ル
が
登
場
し

た
の
は
2
0
1
8
年
頃
で
す
。日
払
い
で
す
ぐ

に
報
酬
を
得
た
い
と
考
え
る
層
は
、
ど
の
時
代

に
も
必
ず
一
定
数
い
ま
す
。ア
プ
リ
で
す
ぐ
に
仕

事
が
見
つ
か
り
、即
日
お
金
が
も
ら
え
る
こ
の
モ

デ
ル
は
、こ
う
し
た
層
の
ニ
ー
ズ
を
か
き
立
て
ま

し
た
。

　

ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
雇
用
者
の
業
種
と
し
て

は
、飲
食
関
係
や
物
流
・
軽
作
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
が
多
く
、
最
近
は
資
格
が
必
要
な
介
護
関

係
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。短
期
間
、
単
発
が
基

本
の
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
が
、技
術
資
格
が
必

要
で
、
あ
る
程
度
の
期
間
に
わ
た
っ
て
就
労
し

て
も
ら
う
こ
と
を
意
図
す
る
よ
う
な
領
域
に
ま

で
広
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
他
に
最
近
の
特
徴
と
し
て
は
、退
職
後
の

シ
ニ
ア
層
や
、企
業
に
勤
め
て
い
る
正
社
員
の
人

が
副
業
と
し
て
活
用
す
る
ケ
ー
ス
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡
大
し
て

い
る
背
景
に
は
、恒
常
的
な
労
働
力
不
足
と
働
き

方
の
多
様
化
が
あ
り
ま
す
。特
に
飲
食
業
や
物

流
業
な
ど
で
は
、日
々
発
生
す
る
現
場
の
単
純
業

務
の
担
い
手
を
迅
速
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
こ
と
が
、

利
用
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

働
く
側
か
ら
見
る
と
、自
分
の
希
望
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
、働
き
た
い
と
き
に
す
ぐ
仕

事
が
見
つ
か
り
、賃
金
も
即
日
支
払
わ
れ
る
と
い

う
柔
軟
性
が
選
ば
れ
る
理
由
に
な
っ
て
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
働
き
方
を

提
供
で
き
る
か
が

ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
展
の

　

ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
形
態

で
あ
る
だ
け
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
課
題
も

見
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、短
時
間
、単
発
の
働
き
方
を
選
ぶ
人

の
中
に
も
、
で
き
る
こ
と
な
ら
長
く
安
定
的
に

働
き
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
持
っ
て
い
る
人
た

ち
が
い
ま
す
。今
後
、
相
応
の
収
入
が
恒
常
的
に

得
ら
れ
る
仕
事
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
か
が
、

ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
仲
介
事
業
者
に
は
求
め
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、雇
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
ど
う
キ
ャ
ッ
チ

し
、
拡
大
で
き
る
か
も
重
要
で
す
。現
在
は
先
に

述
べ
た
よ
う
に
単
純
労
働
の
仕
事
が
中
心
で
す

が
、も
う
少
し
高
度
で
専
門
的
な
ス
キ
ル
が
必
要

な
領
域
に
も
広
げ
て
い
け
る
か
ど
う
か
も
焦
点

で
す
。

　

ま
た
、
働
く
人
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
見

れ
ば
、雇
用
者
側
の
キ
ャ
ン
セ
ル
問
題
が
あ
り
ま

す
。例
え
ば「
明
日
、
17
時
に
お
店
に
来
て
く
だ

さ
い
」と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
の
に
、
実
際
に
行
っ

た
と
こ
ろ
、「
お
客
が
少
な
い
の
で
ア
ル
バ
イ
ト
は

不
要
、報
酬
も
な
し
」と
言
わ
れ
、ト
ラ
ブ
ル
に
発

近年、利用者が急増しているスポットワーク。働く人は自分の 間時間を有効活用でき、飲食業や物流
業など労働力不足が深刻な業界を中心に活用が広がっている。アルバイト・パートの仕事だけでなく、
正社員の副業として利用されるケースも増えているという。一方で、新しい労働形態であるだけにさ
まざまな課題もある。そこで、スポットワークの現状と今後の可能性、課題について、労働法が専門の
東洋大学名誉教授 鎌田耕一氏に話を伺った。

〔PROFILE〕中央大学大学院法学研究科博士前期課程修了後、流通経済大学法学部教授、東洋
大学法学部教授を経て、2018年東洋大学名誉教授。厚生労働省労働政策審議会会長、中央労
働委員会会長代理等を歴任。一般社団法人スポットワーク協会理事。

展
す
る
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
法
律
の

観
点
か
ら
見
る
と
、
ど
の
時
点
で
契
約
が
成
立

し
た
か
の
議
論
に
な
り
ま
す
。ど
の
よ
う
な
場
合

に
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
支
払
う
の
か
な
ど
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
整
備
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　

逆
に
、
働
く
側
が
直
前
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た

り
、
遅
刻
を
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
て

ワ
ー
カ
ー
に
与
え
、ポ
イ
ン
ト
が
一
定
数
に
達
し

た
人
に
は
仕
事
紹
介
を
制
限
す
る
仲
介
事
業
者

が
多
い
よ
う
で
す
。

　

法
律
上
は
全
件
受
理
原
則（
申
込
が
あ
れ
ば

必
ず
紹
介
す
る
と
い
う
決
ま
り
）
が
あ
る
た
め
、

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
全
件
受
理
原
則

に
抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
も
あ

り
ま
す
。し
か
し
私
個
人
と
し
て
は
、
履
歴
書

や
面
接
な
し
に
雇
用
す
る
中
で
、
仲
介
事
業
者

が
労
働
者
の
仲
介
を
一
定
期
間
制
限
す
る
こ
と

は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
事
前
回
避
の
面
か
ら
避
け
ら

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
も
含
め
、雇
用
者
と
労
働
者

双
方
か
ら
の
苦
情
対
応
も
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
、
人
を

介
し
た
や
り
と
り
が
な
く
ア
プ
リ
上
で
完
結
す

る
た
め
、
苦
情
の
数
が
多
く
な
り
が
ち
で
す
。苦

情
の
記
録
を
と
り
、
適
切
な
対
応
を
逐
次
行
う

こ
と
を
考
え
る
と
、仲
介
事
業
者
に
と
っ
て
相
当

な
負
担
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ス
ポ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
円
滑
に
運
営
し
て
い
く
上
で
重
要
な

取
り
組
み
で
す
。

　

労
務
管
理
を
ど
う
す
る
の
か
、
と
い
う
課
題

も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、
他
の
企
業
で
正
社
員
と

し
て
働
い
て
い
る
人
が
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
働

く
場
合
、
複
数
の
企
業
に
ま
た
が
る
労
働
時
間

管
理
を
ど
う
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
す
。割

増
賃
金
の
観
点（
※
２
）か
ら
、
労
働
時
間
の
通

算
管
理
は
検
討
が
必
要
で
す
が
、
月
1
0
0
時

間
の
時
間
外
労
働
の
上
限
は
通
算
管
理
を
維
持

す
べ
き
で
す
。過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
て
働
い
て

も「
労
働
者
が
副
業
で
勝
手
に
働
い
て
い
る
の

だ
か
ら
会
社
は
関
係
な
い
」と
い
う
理
屈
は
、
国

民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。現
行
の

労
働
安
全
衛
生
法
は
、
複
数
の
会
社
で
働
く
こ

と
を
前
提
と
し
て
お
ら
ず
、
通
算
規
定
が
あ
り

ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
に
、
今
の
法
制
度
は
変
わ
り

ゆ
く
現
状
に
必
ず
し
も
フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
ま
せ

ん
。よ
り
現
状
に
即
す
よ
う
、
法
制
面
の
整
備
を

進
め
る
必
要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

今
後
、ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
社
会
に
定
着
さ
せ

る
に
は
、働
く
人
が
安
心
・
安
全
に
働
け
る
、相

応
の
処
遇
を
確
保
で
き
る
働
き
方
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。そ
う
し
た
認

識
を
国
も
、仲
介
事
業
者
も
、雇
用
者
も
持
つ
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
コ
ス
ト
を
か
け
た
く
な
い
、

法
律
の
網
か
ら
外
れ
た
い
か
ら
と
安
易
に
ギ
グ

ワ
ー
ク
に
走
る
と
、健
全
な
発
展
を
阻
害
し
か
ね

ま
せ
ん
。人
々
の
多
様
な
働
き
方
の
実
現
、
労
働

力
不
足
の
解
消
に
も
一
役
担
い
そ
う
な
、
こ
の

新
し
い
働
き
方
を
、皆
で
健
全
に
育
て
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

正社員の副業としても
利用が拡大する
スポットワークの
可能性と課題

※2 通算管理をすると、副業先が割増賃金の支払い主となるケースが多く、不公平だという考え方 ※1 スポットワーク協会調べ（2024年9月時点）

東洋大学 名誉教授 鎌田 耕一氏（かまた・こういち）

東洋大学 名誉教授 鎌田 耕一氏

〜「
労
働
市
場
の
未
来
推
計
」  

さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
た
め
に
〜
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ヒト・技術への投資
ヒント
❹ヒトの成長

❺新たなテクノロジー

労
働
生
産
性
の

伸
長
余
地
は
大
き
い

　

労
働
力
不
足
解
決
の
た
め
の
第
2

の
軸
と
し
て「
ヒ
ト・技
術
へ
の
投
資
」

に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向
上
に
着
目

す
る
。
第
１
の
軸「
活
躍
機
会
の
創

出
」で
は
、
希
望
通
り
に
働
く
こ
と
が

で
き
て
い
な
い
就
業
者
を
解
放
す
る

こ
と
で
労
働
力
を
増
や
す
と
い
う
発

想
で
解
決
策
を
探
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
そ
れ
に
は
限
界
が
あ
る
。人
の
数

も
、
人
が
労
働
に
割
け
る
時
間
も
有

限
で
あ
る
か
ら
だ
。対
し
て
、
労
働
生

産
性
の
向
上
と
は
、
働
く
人
の
数
を

増
や
す
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
よ

り
も
効
率
よ
く
働
け
る
よ
う
に
し
、

あ
た
か
も
人
が
増
え
た
か
の
よ
う
な

効
果
を
追
求
す
る
こ
と
だ
と
い
え
る
。

　

労
働
生
産
性
向
上
に
関
す
る
解

説
に
先
立
ち
、
ま
ず
は
日
本
の
労
働

生
産
性
の
推
移
を
振
り
返
っ
て
み
よ

う
。１
時
間
当
た
り
の
労
働
生
産
性

は
、
前
回
推
計
時
の
2
0
1
8
年
か

ら
伸
び
て
い
る（
図
表
１
）。こ
の
傾

向
は
海
外
で
も
同
様
に
見
ら
れ
る
。

背
景
に
は
、
I
C
T
の
活
用
や
D
X

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）、
R
P
A（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・

プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）の

導
入
な
ど
、
技
術
活
用
に
よ
る
生
産

性
向
上
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
今

後
の
日
本
の
労
働
生
産
性
に
目
を
向

け
る
と
１
時
間
働
い
た
際
の
労
働
生

産
性
は
、2
0
2
4
年
以
降
、1
％
前

後
で
成
長
し
て
い
く
見
込
み
だ
。
た

だ
、伸
び
率
は
高
く
は
な
く
、伸
長
余

地
が
大
き
い
と
い
え
る
。

　

労
働
生
産
性
を
一
層
向
上
さ
せ
る

上
で
鍵
と
な
る
の
が「
ヒ
ト
の
成
長
へ

の
投
資
」
と「
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

へ
の
投
資
」
だ
。い
ず
れ
に
お
い
て
も

さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら

れ
る
が
、
今
回
は
近
年
注
目
度
が
高

く
、
今
後
の
伸
び
も
大
き
い
と
見
込

ま
れ
る「
教
育
訓
練
」と「
生
成
A
I
」

へ
の
投
資
効
果
を
試
算
し
た
。

ヒ
ト
の
成
長
へ
の
投
資

人
材
価
値
を
さ
ら
に

引
き
出
す
た
め
に

　

経
済
産
業
省
に
よ
る
人
的
資
本
経

営
の
提
唱
や
、
2
0
2
3
年
３
月
期

よ
り
有
価
証
券
報
告
書
に
お
い
て
人

的
資
本
に
関
す
る
情
報
開
示
が
義
務

化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
人
的
資

本
」が
注
目
を
集
め
て
い
る
。人
材
は
、

そ
の
価
値
が
変
動
す
る「
資
本
」
で

あ
り
、
企
業
が
適
切
な
機
会
や
環
境

を
提
供
す
れ
ば
人
材
価
値
は
向
上
す

る
と
い
う
考
え
方
だ
。
人
材
教
育
に

投
資
す
る
こ
と
で
従
業
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
と
成
長
が
促
さ
れ
、
人
材
価

値
が
向
上
し
、
業
務
の
生
産
性
も
向

上
す
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
投

資
額
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
そ
れ
は

厚
生
労
働
省
の
調
査
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
り
、
2
0
0
7
年
に
2
・
5
万

円
を
記
録
し
て
い
た
１
人
当
た
り
の

年
間
O
f
f
‐
J
T（
※
１
）
費
用

は
翌
年
１
・
3
万
円
に
ま
で
激
減
し
、

2
0
2
2
年
に
お
い
て
も
1
・
5
万

円
と
、
金
融
危
機
以
前
の
水
準
に
ま

で
回
復
し
て
い
な
い（
図
表
２
）。国

際
比
較
に
お
い
て
も
、
日
本
企
業
に

よ
る
人
材
投
資
の
少
な
さ
は
か
ね
て

よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　

他
方
、こ
う
し
た
状
況
は
、そ
れ
だ

け
伸
長
の
余
地
が
あ
る
こ
と
も
意
味

し
て
い
る
。そ
れ
で
は
、
将
来
的
に
教

育
訓
練
投
資
額
が
増
加
し
た
場
合
、

ど
の
程
度
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。

　

先
行
研
究
で
は
、
教
育
訓
練

（
O
f
f
‐
J
T
）
投
資
が
1
％
増
加

す
る
こ
と
で
、
労
働
生
産
性
は
約
0
・

0
3
％
向
上
す
る
関
係
が
示
さ
れ
て

い
る（
※
２
）。そ
の
関
係
を
基
に
試

算
し
た
と
こ
ろ
、
企
業
が
就
業
者
１

人
当
た
り
に
か
け
る
年
間
O
f
f
‐

J
T
費
用
を
2
0
3
5

年
に
２
万
円
と
な
る
よ
う

継
続
的
に
投
資
額
を
増
や

し
続
け
た
場
合
、
１
日
当

た
り
8
5
3
万
時
間
相
当

の
労
働
力
増
加
が
予
測
さ

れ
た
。ま
た
、上
記
の
試
算

に
つ
い
て
、
2
0
3
5
年

の
投
資
額
を
2
・
5
万
円

ま
で
増
や
し
た
な
ら
ば
、

1
4
3
8
万
時
間
の
労

働
力
増
加
が
期
待
で
き
る

（
図
表
３
）。

　
企
業
が
実
施
す
る
O
f
f‐

J
T
と
い
え
ば
、
ま
ず
は

現
在
の
職
務
や
実
務
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
、
業
務
効
率

化
に
直
結
す
る
内
容
の
社

内
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
が
想

起
さ
れ
る
。加
え
て
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、

A
I
を
は
じ
め
新
た
な

ヒトや技術への投資で生産性を向上し
不足している労働力を補完する

ヒト・技術への投資 ヒント ❹ヒトの成長  ❺新たなテクノロジー

ヒト・技術への投資 ヒント ❹ヒトの成長  ❺新たなテクノロジー

※1 Off -JT：業務命令に基づき、通常の仕事を一時的に離れて行う教育訓練（研修）
※2 森川正之（2018）「企業の教育訓練投資と生産性」RIETI Discussion Paper Series 18-J-021.

技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
O
f
f
‐

J
T
を
行
う
例
も
増
え
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
昨
今
で
は
、
人
材
に
求

め
ら
れ
る
ス
キ
ル
・
能
力
が
急
速
に

変
化
し
て
い
る
中
で
、従
来
の
考
え
方

や
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
よ
う
な
人
材
の

育
成
を
、
優
先
度
の
高
い
課
題
と
し

て
挙
げ
る
企
業
が
多
い
。
そ
の
よ
う

な
育
成
を
促
す
策
と
し
て
、
社
員
が

自
主
学
習
す
る
た
め
の
費
用
を
負
担

し
た
り
、
越
境
学
習
の
効
果
を
見
据

え
、
社
内
の
異
な
る
部
署
や
他
社
で

副
業
・
兼
業
の
経
験
が
で
き
る
機
会

を
提
供
し
た
り
す
る
な
ど
、
教
育
の

在
り
方
は
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

従
来
型
の
研
修
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自

社
に
合
っ
た
教
育
内
容
・
教
育
形
態

を
見
定
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、そ
の
際
、自
社
の
成
長
の
方
向

性
と
、
社
員
へ
の
教
育
の
方
向
性
が

合
致
し
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ

う
。自
社
の
経
営
戦
略
を
理
解
し
、そ

こ
に
人
材
戦
略
と
ど
う
つ
な
が
り
を

持
た
せ
る
か
が
問
わ
れ
る
。

　
「
ヒ
ト
へ
の
投
資
」
と
い
う
観
点
で

は
、政
府
も
投
資
を
強
化
し
、厚
生
労

働
省
や
経
済
産
業
省
が
企
業
や
個
人

に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
キ
リ

ン
グ
支
援
を
行
っ
て
い
る
。な
お
、
教

企業が1年間で就業者1人当たりにかけたOff -JT費用の平均額図表2

※ 年率計算における対象期間：2023～2035年（13年間）

※ 労働生産性=実質GDP÷（就業者数×年間労働時間）

※ 出所：厚生労働省「能力開発基本調査」

2035年の「教育訓練投資による影響」試算結果図表3
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育
訓
練
給
付
金
な
ど
は
、
個
人
に
対

し
て
、
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
た
め
の
教
育
費
用
の
一
部

が
支
給
さ
れ
る
も
の
だ
が
、今
回
の
試

算
に
お
け
る「
１
人
当
た
り
の
教
育

訓
練
投
資
額
」
に
は
こ
う
し
た
国
か

ら
の
投
資
は
含
ま
れ
な
い
。し
か
し
、

働
く
個
人
へ
の
国
か
ら
の
支
援
や
、企

業
が
さ
ら
に
積
極
的
に
教
育
投
資
し

て
い
け
る
よ
う
な
税
制
面
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
は
、日
本
の
労
働
生
産
性
を
引

き
上
げ
る
重
要
な
施
策
と
考
え
る
。

新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
投
資

生
成
A
I
活
用
に
よ
る

生
産
性
向
上
も
ヒ
ト
次
第

1
9
5
0
年
代
か
ら
何
度
か
ブ
ー

ム
に
な
っ
て
き
た
人
工
知
能（
A
I
）。

近
年
は
過
去
最
大
の
イ
ン
パ
ク
ト
と

い
え
る
、C

hatG
P
T

に
代
表
さ

れ
る
生
成
A
I
が
出
現
し
、
第
４
次

A
I
ブ
ー
ム
到
来
と
も
い
わ
れ
て
い

る（
図
表
４
）。生
成
A
I
は
生
産
性

向
上
に
飛
躍
的
な
、そ
し
て
予
想
外
・

予
想
を
超
え
る
影
響
を
も
た
ら
す
技

術
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
仮
想
現
実（
V
R
）や
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
、
自
動
運
転
な
ど
、
他
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
進
化
・
実
用
化
の
加
速
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
る
と

さ
れ
る
。生
成
A
I
は
、生
産
性
向
上

へ
の
直
接
的
な
寄
与
に
加
え
、
こ
う

し
た
他
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
影
響
を

通
し
た
間
接
的
な
効
果
も
も
た
ら
す

か
も
し
れ
な
い
。

　

今
回
の
推
計
は
過
去
の
傾
向
を

ベ
ー
ス
に
算
出
し
て
い
る
た
め
、生
成

A
I
の
影
響
ま
で
は
加
味
さ
れ
て
い

な
い
が
、
そ
れ
で
も
先
に
示
し
た
よ

う
に
、
こ
れ
ま
で
の
I
C
T
の
活
用

や
D
X
、
R
P
A
が
進
ん
だ
影
響
も

あ
り
、
１
時
間
働
い
た
際
の
労
働
生

産
性
は
、
2
0
3
5
年
ま
で
年
平
均

で
お
よ
そ
1
％
ず
つ
高
ま
っ
て
い
く

見
込
み
だ
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
生
成
A
I
の
活

用
に
は
、労
働
生
産
性
を
さ
ら
に
0
・

1
〜
0
・
6
％
向
上
さ
せ
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

（
※
３
）。0
・
1
〜
0
・
6
％
の
労
働

生
産
性
向
上
と
い
う
と
影
響
が
小
さ

い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
日
本
の
労
働
市
場
全
体
で
見

れ
ば
、
そ
の
数
値
は
決
し
て
小
さ
く

は
な
い
。ま
た
、こ
の
伸
び
率
は
生
成

A
I
を
う
ま
く
活
用
で
き
た
企
業
か

ら
そ
う
で
な
い
企
業
ま
で
、
全
体
を

な
ら
し
て
見
た
数
字
で
あ
る
た
め
、

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
個
々
の
企
業

で
は
、
予
測
の
範
囲
に
と
ど
ま
ら
な

い
成
果
が
得
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

だ
ろ
う
。

　

今
回
の
試
算
で
は
、
今
後
生

成
A
I
を
活
用
し
続
け
た
場
合
、

2
0
3
5
年
時
点
で
労
働
生
産
性

が
0
・
1
％
伸
び
た
場
合
は
１
日
当

た
り
3
9
8
万
時
間
、仮
に
0
・
6
％

ま
で
伸
び
た
と
す
る
と
１
日
当
た
り

2
4
5
0
万
時
間
の
省
力
化
に
つ
な

が
る
結
果
が
得
ら
れ
た（
図
表
５
）。

　

１
日
当
た
り
2
4
5
0
万
時
間
の

省
力
化
が
実
現
で
き
る
な
ら
ば
、
推

計
で
算
出
し
た
2
0
3
5
年
の
労
働

力
不
足
分
１
日
当
た
り
1
7
7
5
万

時
間
は
一
気
に
解
消
す
る
か
の
よ
う

に
見
え
る
。だ
が
、
対
面
サ
ー
ビ
ス
な

ど
生
成
A
I
が
活
用
で
き
る
仕
事
ば

か
り
で
は
な
い
こ
と
や
、
う
ま
く
活

用
す
る
に
は
利
用
者
の
ス
キ
ル
が
伴

う
こ
と
が
前
提
で
あ
る
こ
と
は
否
め

ず
、
生
成
A
I
の
活
用
だ
け
に
注
力

を
し
て
2
4
5
0
万
時
間
／
日
の
省

力
化
を
目
指
す
の
は
現
実
的
で
は
な

い
。
こ
れ
だ
け
労
働
生
産
性
が
伸
び

れ
ば
、需
要
も
ま
た
伸
び
、日
本
の
労

働
市
場
に
は
新
た
な
景
色
が
広
が
っ

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

省
力
化
で
失
業
者
が
増
え
る
こ
と

を
危
惧
す
る
声
も
あ
る
が
、
余
剰
人

材
が
労
働
市
場
に
放
出
さ
れ
れ
ば
、

需
給
調
整
が
働
き
、労
働
コ
ス
ト
が
下

が
る
。コ
ス
ト
が
下
が
れ
ば
、
今
度
は

そ
の
労
働
力
を
活
用
し
て
生
産
量
を

増
や
そ
う
と
す
る
な
ど
企
業
の
行
動

に
変
化
が
生
じ
得
る
。
質
の
高
い
生

産
活
動
が
あ
れ
ば
、再
び
そ
こ
に
雇
用

が
生
ま
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
調
整
が

働
く
こ
と
を
考
え
る
と
、
労
働
生
産

性
が
一
定
以
上
に
高
ま
っ
た
と
し
て

も
、社
会
が
失
業
者
で
溢
れ
か
え
る
こ

と
は
現
時
点
で
想
像
し
難
い
。

　

企
業
へ
と
視
点
を
移
し
た
場
合
も

同
じ
く
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
で
省

力
化
す
れ
ば
、
そ
の
分
、人
が
余
る
こ

と
を
意
味
す
る
。し
か
し
、
そ
の
人
を

余
ら
せ
た
ま
ま
で
は
生
産
性
向
上
に

は
つ
な
が
ら
な
い
。例
え
ば
、
社
内
で

省
力
化
に
よ
り
人
員
に
余
剰
が
出
れ

ば
、そ
の
人
材
を
別
の
ポ
ス
ト
に
異
動

さ
せ
る
な
ど
し
、
そ
こ
で
再
び
労
働

力
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
が

前
提
と
な
る
。
今
回
の
試
算
で
参
考

に
し
た
生
成
A
I
の
活
用
に
よ
っ
て

労
働
生
産
性
が
0
・
1
〜
0
・
6
％
向

上
す
る
と
い
う
考
え
も
、
生
成
A
I

に
よ
っ
て
自
動
化
で
き
た
労
働
時
間

が
、現
在
の
生
産
性
水
準
と
同
等
の
他

の
業
務
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
い
る
。こ
の
点
は
生
産
性
向
上

の
話
を
す
る
上
で
、重
要
な
観
点
だ
。

　

も
う
一
点
。こ
こ
で
は「
新
た
な
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
投
資
」と
し
て
生
成

A
I
の
活
用
効
果
を
語
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
を
使
い
こ
な
す「
ヒ
ト
」を
育
て

な
け
れ
ば
、
し
か
る
べ
き
効
果
は
得

ら
れ
な
い
。ま
た
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

活
用
に
よ
っ
て
余
剰
と
な
っ
た
人
材

に
対
し
て
、今
後
、自
社
の
成
長
に
必

要
と
な
る
ス
キ
ル
や
能
力
を
見
極
め

て
、再
教
育
や
リ
ス
キ
リ
ン
グ
す
る
と

い
っ
た「
ヒ
ト
の
成
長
へ
の
投
資
」を

行
う
こ
と
も
必
要
と
な
る
。「
新
た
な

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
投
資
」
は「
ヒ
ト

の
成
長
へ
の
投
資
」と
表
裏
一
体
だ
。

　

生
成
A
I
を
は
じ
め
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
へ
の
投
資
を
活
発
化
す
る
上
で
、

国
に
期
待
さ
れ
る
役
割
と
し
て
は
、

ひ
と
つ
に
企
業
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
導

入
費
用
に
対
す
る
控
除
な
ど
税
制
上

の
支
援
が
考
え
ら
れ
る
。ま
た
、
企
業

の
知
財
保
護
と
い
う
面
で
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
の
支
援
も
重
要
だ
。

　

さ
ら
に
企
業
が
生
成
A
I
の
活
用

に
注
力
し
て
、労
働
生
産
性
が
高
ま
っ

た
結
果
、
生
じ
た
余
剰
人
材
に
対
し
、

国
か
ら
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
も
引

き
続
き
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
転
職

し
て
職
業
を
変
え
る
ケ
ー
ス
も
出
て

く
る
。こ
う
し
た
労
働
者
の
再
就
職

が
か
な
い
や
す
い
よ
う
、
人
材
サ
ー

ビ
ス
業
を
筆
頭
に
、マ
ッ
チ
ン
グ
の
精

度
向
上
に
努
め
る
こ
と
、
政
策
面
で

労
働
市
場
の
流
動
性
を
高
め
て
い
く

こ
と
も
望
ま
れ
る
。
そ
れ
が
で
き
な

け
れ
ば
、
省
力
化
に
よ
っ
て
労
働
力

不
足
が
緩
和
さ
れ
る
の
で
は
な
く
失

業
者
が
増
え
る
と
い
う
先
述
の
懸
念

が
、実
際
に
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
迫
っ

て
く
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
だ
。

労
働
力
不
足
解
決
に
は

第
１
と
第
２
の
２
つ
の
軸
で

　

こ
れ
ま
で
示
し
た
第
２
の
軸
で
あ

る「
ヒ
ト
・
技
術
へ
の
投
資
」に
よ
る

労
働
生
産
性
の
向
上
の
試
算
は
、「
ヒ

ト
の
成
長
」
と「
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
」
へ
の
投
資
に
対
す
る
リ
タ
ー

ン
の
可
能
性
で
あ
り
、
そ
の
た
め
効

果
に
は
幅
が
あ
る
。「
投
資
」
だ
け
に

不
透
明
な
部
分
も
多
い
と
い
え
る
だ

ろ
う
。と
り
わ
け
生
成
A
I
に
つ
い

て
は
将
来
の
技
術
的
問
題
な
ど
何
ら

か
の
事
情
で
活
用
が
減
速
す
れ
ば
、

一
気
に
効
果
が
見
込
め
な
く
な
る
リ

ス
ク
も
あ
る
。そ
の
意
味
で
は
、
第
１

の
軸
で
あ
る「
活
躍
機
会
の
創
出
」は

打
つ
べ
き
施
策
が
比
較
的
明
確
で
あ

り
、
環
境
さ
え
整
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
効
果
も
手
堅
い
。

　

労
働
力
不
足
の
問
題
は
、
恒
常
的

に
減
少
す
る
人
口
を
前
に
中
長
期

的
な
視
点
で
対
策
し
て
い
く
べ
き
点

と
、今
日
明
日
の
シ
フ
ト
に
人
が
足
り

な
い
と
い
っ
た
目
の
前
の
労
働
力
不

足
の
問
題
が
、
深
刻
か
つ
同
時
に
進

行
し
て
い
る
。そ
の
た
め
、
増
加
が
見

込
め
る
労
働
力
は
そ
う
多
く
は
な
い

が
手
堅
い
打
ち
手（
第
１
の
軸
で
あ

る「
活
躍
機
会
の
創
出
」）と
、大
幅
な

労
働
力
不
足
解
決
は
見
込
め
る
が
不

確
実
性
も
高
い
打
ち
手（
第
２
の
軸

で
あ
る「
ヒ
ト
・
技
術
へ
の
投
資
」）の

両
方
の
視
点
を
持
っ
て
解
決
に
当
た

る
こ
と
が
賢
明
と
い
え
る
。

※3 McKinsey & Company（2023）「生成AIがもたらす潜在的な経済効果：生産性の次なるフロンティア」

ヒト・技術への投資 ヒント ❹ヒトの成長  ❺新たなテクノロジー

AIの進化に伴いビジネスでの活用が期待されるテクノロジーの変遷図表4

1950年代

1956 1970 1980 1995 2010 2022

AI

仮想空間

ロボティクス

自動運転

1960年代

第1次AIブーム
（推論・探索の時代）

▲探索、推論 ▲自然言語処理 ▲音声認識
▲エキスパートシステム

▲3DCG＊1

▲産業用ロボット登場～一般化

▲誘導ケーブル式 ▲日本での開発開始 ▲AI搭載自動車の開発

▲ディープラーニング

▲XR＊4

▲多様なサービスロボット

▲自動運転開発加速

▲メタバース

▲生成AI

▲人型／動物型ロボットの登場

▲HMD＊2の登場 ▲GPU＊3
▲セカンドライフ

▲データマイニング

冬の時代 冬の時代第2次AIブーム
（知識の時代）

第3次AIブーム
（機械学習の時代）

第4次AIブーム
（生成AI）

1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年代 2020年代

ChatGPTや
StableDiffusion
などの生成AIの
登場により、冬の
時代を経ず世界
的なAIブームへ

※ 出所：総務省「令和6年版情報通信白書」より一部パーソル総合研究所で改編
＊1 3DCG=3次元空間でのデジタルグラフィックス　＊2 ヘッドマウントディスプレイ。頭に装着するディスプレイ装置
＊3 グラフィックス・プロセシング・ユニットの略で、画像処理装置のこと　＊4 クロス・リアリティ。現実世界と仮想世界を融合することで、現実では知覚できない新たな体験を創造する技術の総称

※ 年率計算における対象期間：2024～2035年（12年間）

2035年の「生成AIの活用による省力化」試算結果図表5

年率 0.1％ 年率 0.35％

398
万時間／日 相当

1,410
万時間／日 相当

年率 0.6％

2,450
万時間／日 相当

生成AIの活用

最小 最大労働生産性向上の度合い

29 28労働市場の未来推計 2035　vol.15



総評

働
供
給
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
こ

は
新
し
く
推
計
し
直
す
べ
き
と
考
え
、今
回
は
推

計
対
象
に
外
国
人
を
含
め
ま
し
た
。

―
―
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、前
回

推
計
と
今
回
推
計
で
労
働
力
不
足
の
未
来
予
測

が
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
ど
う
考

え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

阿
部　
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
抑
え
込
む
た
め
、補
助

金
や
雇
用
調
整
助
成
金
な
ど
大
規
模
な
政
策
が

打
た
れ
ま
し
た
。ま
た
、
企
業
や
労
働
者
側
の
努

力
も
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。最
悪
の
事
態

に
な
ら
な
い
よ
う
、
官
民
と
も
に
必
死
で
し
た
。

そ
の
結
果
が「
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
」と
い

う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
努
力
が
な
か
っ
た
な
ら
、日
本
経
済
や
労
働

市
場
に
は
も
っ
と
大
き
な
影
響
が
出
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。見
方
に
よ
っ
て
は
、
コ
ロ
ナ
時
の
対

処
法
が
良
か
っ
た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い

で
す
ね
。

　

推
計
へ
の
影
響
に
つ
い
て
い
え
ば
、
コ
ロ
ナ
の

時
期
も
、
労
働
需
要
は
そ
れ
ほ
ど
下
が
っ
て
い
ま

せ
ん
。テ
レ
ワ
ー
ク
が
増
え
た
り
、
休
業
が
増
え

た
り
で
、
多
少
の
落
ち
込
み
は
あ
り
ま
し
た
が
、

徐
々
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。た
だ
、
最
新
の
デ
ー

タ
が
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
期
の
も
の
で
あ
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
そ
れ
を
基
に
先
を
予
測
す
る
と
、
ど
う
し

て
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
引
き
ず
っ
た
予
測
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。こ
の
点
は
今
回
の
予
測
を
難
し

く
し
た
と
思
い
ま
す
。2
0
2
3
年
に
関
し
て
は

あ
ま
り
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
た
め
、

こ
の
2
0
2
3
年
の
水
準
に
推
計
値
が
戻
る
よ

う
に
調
整
し
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
引
き
ず
っ
た
予

測
結
果
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

時
間
と
い
う
視
点
に
立
て
ば

新
た
な
解
決
の
糸
口
が
見
え
て
く
る

―
―
今
回
の
推
計
で
取
り
入
れ
た
、時
間
の
捉
え

方
に
つ
い
て
、ど
う
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

阿
部　

前
回
は「
人
手
不
足
」の
対
処
法
と
い
う

こ
と
で
、シ
ニ
ア
、女
性
、外
国
人
の
活
躍
を
提
言

し
ま
し
た
。対
し
て
2
0
3
5
年
、人
手
そ
の
も

の
は
今
回
推
計
対
象
に
含
め
た
外
国
人
、
シ
ニ

ア
・
女
性
も
含
め
る
と
7
1
0
0
万
人
ま
で
増

え
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す（
10
ペ
ー
ジ

参
照
）。そ
れ
で
も
労
働
力
不
足
は
依
然
解
消
さ

れ
ま
せ
ん
。シ
ニ
ア
や
女
性
な
ど
を
中
心
に
短
時

間
働
く
人
が
増
え
、
従
来「
１
人
分
」と
さ
れ
て

き
た
労
働
力
が
多
様
化
す
る
か
ら
で
す
。

　

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
注
目
し
た
の
が
、今
回
の

推
計
か
ら
取
り
入
れ
た「
時
間
」と
い
う
考
え
方

で
す
。前
回
は
労
働
者
の「
頭
数
」
だ
け
で
労
働

力
不
足
を
測
っ
て
い
ま
し
た
が
、今
回
は
頭
数
だ

け
で
な
く
労
働
時
間
で
も
予
測
し
ま
し
た
。就

業
者
１
人
当
た
り
の
平
均
労
働
時
間
を
ベ
ー
ス

に
試
算
し
た
わ
け
で
す
。た
だ
、
労
働
時
間
は
年

実
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
受
け

再
び
推
計
に
臨
む

―
―
ま
ず
は「
労
働
市
場
の
未
来
推
計
2
0
3
0
」

（
2
0
1
8
）の
振
り
返
り
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

阿
部　

前
回
推
計
は
、
反
響
が
大
き
く
て
驚
き

ま
し
た
。「
6
4
4
万
人
の
人
手
不
足
」
に
つ
い

て
、発
表
直
後
か
ら
毎
月
の
よ
う
に
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
2
0
2
0
年
以
降
も
取
材
依
頼
が
続

き
ま
し
た
。実
社
会
で
、
そ
れ
だ
け
ニ
ー
ズ
が
あ

る
の
で
あ
れ
ば
、研
究
者
と
し
て
応
え
た
い
と
い

う
思
い
で
、今
回
の
再
推
計
に
臨
み
ま
し
た
。

―
―
前
回
推
計
を
し
た
2
0
1
8
年
か
ら
の
労

働
市
場
の
変
化
を
、
ど
の
よ
う
に
見
て
お
ら
れ

ま
す
か
。

阿
部　

基
本
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
と

思
い
ま
す
。た
だ
前
回
、2
0
1
8
年
に
予
測
を

出
し
た
２
年
後
に
、新
型
コ
ロ
ナ
が
世
界
的
に
大

流
行
し
た
た
め
、実
体
経
済
が
そ
の
影
響
を
受
け

た
面
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
外
国
人
人
口
の
割
合
が
2
0
1
8

年
の
2
％
程
度
か
ら
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。

推
計
に
用
い
る
主
要
デ
ー
タ「
日
本
の
将
来
推

計
人
口
」（
※
）
で
も
、
2
0
7
0
年
に
約
10
％

ま
で
高
ま
る
と
見
て
い
ま
す
。も
は
や
無
視
で

き
な
い
比
率
に
な
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
労
働

市
場
を
考
え
る
な
ら
ば
、
外
国
人
を
含
め
た
労

齢
別
、性
別
で
算
出
し
ま
し
た
が
、同
じ
年
齢
階

級
で
も
長
く
働
く
人
も
い
れ
ば
短
く
働
く
人
も

い
て
、
そ
の
割
合
も
一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ

こ
か
ら
ど
う
や
っ
て
推
計
値
を
導
き
出
し
て
い

く
か
は
、か
な
り
難
し
い
挑
戦
で
す
。そ
れ
で
も
、

出
て
き
た
数
字
は
納
得
が
い
く
も
の
で
し
た
。

「
2
0
3
5
年
、
1
7
7
5
万
時
間
／
日
の
労
働

力
不
足
」と
い
う
結
果
が
そ
れ
で
す
。

　

時
間
で
考
え
る
こ
と
の
良
い
点
は
、不
足
す
る

労
働
力
を
時
間
で
見
る
こ
と
に
よ
り
対
策
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
る
こ
と
で
す
。人
の
頭
数

不
足
を
解
決
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
が
、

労
働
時
間
の
不
足
は
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
や
仕

事
の
仕
方
に
よ
っ
て
、埋
め
ら
れ
る
可
能
性
が
出

て
き
ま
す
。企
業
も
、
人
で
は
な
く
不
足
し
て
い

る
時
間
を
ど
う
や
っ
て
埋
め
る
か
と
い
う
発
想

に
立
て
ば
、副
業
・
兼
業
、あ
る
い
は
ス
キ
マ
バ
イ

2035年、1,775万時間／日の労働力不足に陥る――。
2018年の「労働市場の未来推計2030」プロジェクトに引き続き、パーソル総合研究所と中央大学の阿部正浩
教授が今回行った共同研究で導き出された予測である。日本の労働力市場の未来は決して明るい姿とはなら
なかったが、その予測に立った上で、われわれは今後、「労働力不足」問題にどのように向き合い、どのような
希望を見いだせばよいのか――。阿部教授に伺った。

ト
な
ど
、個
人
の
隙
間
時
間
を
活
用
す
る
と
い
う

方
法
ま
で
選
択
肢
が
広
が
り
ま
す
。そ
の
意
味

で
、時
間
ま
で
踏
み
込
ん
で
予
測
し
た
こ
と
に
は

意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
で
は「
労
働
力
不
足
解
決

の
ヒ
ン
ト
」と
し
て
２
つ
の
軸
、
５
つ
の
ヒ
ン
ト

を
掲
げ
て
い
ま
す
。実
際
、
企
業
の
現
場
で
労
働

力
不
足
に
対
処
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え

方
で
臨
め
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

阿
部　

労
働
力
不
足
に
は「
労
働
需
要
超
過
型

の
労
働
力
不
足
」「
摩
擦
的
な
労
働
力
不
足
」「
構

造
的
な
労
働
力
不
足
」の
３
類
型
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
処
方
箋
が
異
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
労
働
需
要
量
に
対
し
労
働
供
給
量
が
追

い
つ
い
て
い
な
い「
労
働
需
要
超
過
型
の
労
働
力

不
足
」に
対
し
て
は
、
賃
金
を
上
げ
た
り
、
よ
り

柔
軟
な
働
き
方
を
取
り
入
れ
た
り
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
や
、育
児
・
介
護
で
一
旦
休
業
・
休
職
し

た
人
た
ち
が
も
っ
と
活
躍
で
き
る
機
会
を
増
や

し
た
り
す
る
な
ど
し
て
魅
力
的
な
職
場
に
す
る

と
い
う
や
り
方
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
る
い
は
労
働
需
要
を
減
ら
す
た
め
、今
ま
で

人
手
で
対
応
し
て
い
た
業
務
を
機
械
に
置
き
換

え
る
と
い
っ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
す
る
対

処
方
法
も
あ
り
ま
す
。「
需
要
超
過
型
」の
場
合
、

不
要
な
仕
事
を
減
ら
せ
ば
、
実
は
労
働
力
は
足

り
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。社
内

を
総
点
検
し
て
み
て
、必
要
な
仕
事
、不
要
な
仕

労
働
力
不
足
と
い
う

厳
し
い
未
来
予
測
を

  「
変
化
」を
起
こ
す
好
機
に

中央大学 経済学部 教授
阿部 正浩氏

※ 国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和5年推計）」
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［ DATA ］

本推計では、「労働需要ブロック」「労働供給ブロック」「需給調整ブロック」の3ブロックで構成された需給
予測モデル（部分均衡モデル）を構築。また、「労働需要ブロック」では、就業者数だけでなく、「未充足求人数
（※1）」を含めることで、企業が本来必要としている労働需要数を算出している。

■本推計で構築した予測モデル

■本推計に使用した主要なオープンデータ一覧

名称 項目 提供元

労働力調査 就業者数、労働力率、完全失業率 など 総務省

国勢調査 有配偶率 総務省

消費者物価指数 消費者物価指数 総務省

人口動態調査 出生率（実績値） 厚生労働省

雇用動向調査 欠員率 厚生労働省

賃金構造基本統計調査 所定内労働時間、所定内給与額 厚生労働省

国民経済計算 実質GDP 内閣府

中長期の経済財政に関する試算 GDP成長率、物価指数上昇率 内閣府

学校基本調査 大学・短大進学率 文部科学省

時系列統計データ 輸入物価指数、輸出物価指数（実績値） 日本銀行

中期経済予測 輸入物価指数、輸出物価指数（予測値） 日本経済研究センター

日本の将来推計人口 男女別・年齢層別人口、出生率（予測値） 国立社会保障・人口問題研究所

日本の世帯数の将来推計 有配偶率（予測値） 国立社会保障・人口問題研究所

全国

産業別

職業別

都道府県別

※ 政府などで予測されている実質GDP、消費者物価指数、交易条件、将来推計人口、
大学・短期大学進学率、有配偶率、最低賃金などを前提に、労働需要と労働供給を算出

※ 左記で求めた
数値を基に算出

労働需要
ブロック

需給調整
ブロック

労働供給
ブロック

労働需要
（人手×時間）

労働供給
（人手×時間）

総就業時間

完全失業率

賃金上昇率

事
を
棚
卸
し
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

企
業
側
が
求
め
る
ス
キ
ル
を
有
す
る
人
材
の

不
足
が
要
因
と
な
る
の
が「
構
造
的
な
労
働
力

不
足
」で
す
。実
は
、
今
回
の
推
計
は
、
職
業
別
、

産
業
別
で
も
見
た
の
で
す
が
、ほ
と
ん
ど
の
分
野

で
労
働
力
不
足
で
し
た
。し
か
し
、
労
働
力
が
あ

ま
り
不
足
し
な
い
職
業
や
産
業
も
あ
り
ま
し
た
。

比
較
的
労
働
力
に
余
裕
が
あ
る
分
野
か
ら
、
労

働
力
不
足
が
深
刻
な
分
野
に
う
ま
く
人
が
動
け

ば
、労
働
力
不
足
は
緩
和
さ
れ
ま
す
。そ
れ
に
は
、

人
と
情
報
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
職
業
紹
介
サ
ー

ビ
ス
の
役
割
は
重
要
で
す
し
、労
働
者
側
で
い
え

ば
、
こ
れ
か
ら
の
職
業
、
産
業
に
必
要
な
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
る
職
業
教
育
訓
練
も
必
要
で
す
。

　

最
後
に
、求
人
と
求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ
っ

て
生
じ
る「
摩
擦
的
な
労
働
力
不
足
」は
、
求
職

者
が
う
ま
く
仕
事
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
の
で
、こ
こ
で
も
企

業
か
ら
の
求
人
情
報
の
伝
え
方
や
、マ
ッ
チ
ン
グ

を
円
滑
に
す
る
職
業
紹
介
サ
ー
ビ
ス
の
役
割
が

重
要
で
す
。

今
日
の
延
長
線
上
に
あ
る
未
来
は

「
今
を
変
え
る
」こ
と
で
回
避
で
き
る

―
―
今
回
の
予
測
モ
デ
ル
は
、高
い
精
度
で
推
計

値
が
出
せ
る
よ
う
に
開
発
さ
れ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。先
生
が「
精
緻
に
推
計
す
る
こ
と
」を
重

視
し
て
お
ら
れ
る
理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
。

阿
部　

台
風
の
進
路
予
測
で
も
分
か
る
よ
う
に
、

予
測
の
精
度
が
低
い
と
、
対
処
の
仕
方
が
決
め

切
れ
ま
せ
ん
。逆
に
い
え
ば
精
度
が
高
け
れ
ば

高
い
ほ
ど
、将
来
に
ど
う
備
え
る
べ
き
か
、分
か

り
や
す
く
な
り
ま
す
。た
だ
、
私
が
精
度
と
言
っ

て
い
る
の
は
、
未
来
の
予
測
値
の
確
度
で
は
な

く
、
過
去
の
デ
ー
タ
を
ど
れ
だ
け
精
緻
に
分
析

し
、
そ
の
方
向
性
や
傾
向
を
ど
れ
だ
け
精
緻
に

捉
え
る
か
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
す
。推
計
と
い
う

の
は
、
過
去
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
将
来
を
予

測
す
る
の
で
、過
去
デ
ー
タ
の
捉
え
方
が
ラ
フ
だ

と
、
将
来
の
予
測
は
さ
ら
に
ラ
フ
に
な
り
ま
す
。

2
0
1
8
年
推
計
で
は
2
0
3
0
年
、
今
回
推

計
で
は
2
0
3
5
年
と
い
う
こ
と
で
、
遠
過
ぎ

な
い
未
来
を
５
年
ご
と
に
確
認
し
て
い
く
と
い

う
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、遠
過
ぎ
な
い
が
故
に

予
測
精
度
も
期
待
で
き
る
し
、
10
年
先
を
見
通

し
て
戦
略
や
中
期
計
画
を
考
え
て
い
た
だ
く
上

で
は
お
役
に
立
て
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
推
計
結
果
を
読
み
、解
釈
す
る
際
の
注
意
点

な
ど
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

阿
部　

推
計
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
わ
れ
わ

れ
の
行
動
を
ト
レ
ー
ス
し
て
、
将
来
に
当
て
は
め

て
い
る
だ
け
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。つ
ま
り
、

過
去
の
行
動
に
よ
っ
て
今
が
あ
る
、
今
の
行
動
が

変
わ
れ
ば
将
来
が
変
わ
る
。こ
れ
ま
で
の
行
動
の

延
長
線
上
に
労
働
力
不
足
が
起
こ
る
と
分
か
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
問
題
が
深
刻
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、今
か
ら
行
動
を
変
え
る
こ
と
が
先
決

で
す
。今
回
の
推
計
で
提
言
し
て
い
る
よ
う
に
、

も
っ
と
女
性
や
シ
ニ
ア
を
活
用
し
て
い
こ
う
と

か
、
生
成
A
I
の
よ
う
な
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
入
れ
よ
う
と
か
、
人
へ
の
教
育
に
投
資
し
よ
う

と
か
。コ
ロ
ナ
で
働
き
方
改
革
が
一
気
に
進
ん
だ

よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
行
動
に
よ
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
が
予
測
し
た
未
来
と
は
ま
っ
た
く
違

う
と
こ
ろ
に
行
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
す
か

ら
予
測
結
果
に
悲
観
す
る
の
で
は
な
く
、予
測
さ

れ
た
結
果
が
悪
い
未
来
な
ら
、
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
そ
の
た
め
の
戦
略
、

戦
術
を
考
え
る
こ
と
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
の
ま
ま
、何
も
手
を
打
た
な
け
れ
ば
、相
当

な
労
働
力
不
足
が
確
実
に
起
こ
り
ま
す
。大
事

な
こ
と
は
、
新
し
い
道
を
探
る
こ
と
で
す
。私
は

か
つ
て
、
企
業
の
皆
さ
ま
に「
も
っ
と
生
産
性
を

上
げ
ま
し
ょ
う
」
と
申
し
上
げ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。そ
う
し
た
ら
、「
も
う
雑
巾
は
絞
れ
る
だ

け
絞
り
、
何
も
出
な
い
」
と
返
さ
れ
ま
し
た
。そ

れ
な
ら
ば
雑
巾
で
は
な
い
も
の
を
試
す
な
ど
、

こ
れ
ま
で
と
少
し
違
う
発
想
を
し
て
み
て
い
た

だ
き
た
い
。
突
飛
な
挑
戦
で
な
く
て
よ
い
の
で

す
。例
え
ば
、
最
近
、
従
来
の
荷
下
ろ
し
体
制
を

少
し
変
え
た
だ
け
で
、
時
間
効
率
が
格
段
に
高

ま
っ
た
と
い
う
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
例
が
報
じ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。改
革
は
今
日
の
業
務
内
容

を
少
し
見
直
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。日

本
の
労
働
力
不
足
の
状
況
や
見
込
み
は
決
し
て

明
る
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、
そ
の

こ
と
が
推
計
で
は
っ
き
り
し
た
の
で
す
か
ら
、今

か
ら
行
動
を
変
え
て
い
け
ば
い
い
の
で
す
。
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　今回、未来の労働力不足を「時間」の単位で示し
た意義は大きいと考えています。多様な働き方が当
たり前になる時代を迎える中で、労働力を「人手」と
して捉え続けることには限界があります。これから
の労働力不足の問題を考える上で、まずは労働力そ
のものの捉え方を見直してみてはどうでしょうか。
また、本プロジェクトを通じて、未来の労働市場の
課題は単なる労働力不足にとどまらず、就業者の多
様化や高齢化に伴うシニア層の活躍など、質的な変
化への対応が重要であると感じました。国や企業が
この変化にどう適応するかが を握ります。大切な
のは、その場しのぎの対応ではなく、持続可能な施
策を講じることです。本推計が、日本の未来を変え
るための一歩となることを願っています。

　「労働市場の未来推計2035」は、労働市場の“未来
予想図”です。しかし、この未来は、現在の私たちの
選択によって変わるものでもあります。社会学の重
要な考え方に「再帰性（Refl exivity）」があります。
社会のありようは私たち自身の行動によってつく
られるということです。私たちが今回のプロジェク
トで意識したのは、労働市場を可能な限り正確に捉
えるだけではなく、より良い未来社会をつくるため
のヒントを探るということでした。2035年になり、
「2024年の推計結果通りになった」ではなく、「2024
年に想像していた未来ほど厳しい状況にはならな
かった」と誰もが思えるように、「労働市場の未来推
計2035」が少しでも役に立つとうれしく思います。

　今回の推計結果は、抽象的な数値の羅列に映るか
もしれません。例えば、推計では2035年の就業者を
7,122万人と予測しています。こうした大きな値を目
にした際、そのインパクトに気を取られがちです。し
かし、その数値の先には、働く人がおり、それぞれの
属性や事情があります。その一例に育児があります。
出生率は低下傾向にありますが、女性の育児離職は
減り、男性の育児参画は増えるでしょう。他にも、働
きながらの介護の増加も想像に難くありません。育
児・介護といったケアと労働の両立には、どのような
変化が必要でしょうか。ケアの例に限らず、目にした
数値からイメージを膨らませ、思いをはせることが、
打つべき施策の観点からも、とるべき配慮の観点か
らも、今後一層重要となるのではないでしょうか。

　本プロジェクトを通じて、日本の労働市場がどの
ように変化していくのかが改めて浮き彫りになりま
した。特に、将来的な人口動態の予測は比較的に精
度が高く、10年後には全就業者の「約3人に1人」が
60代以上になることが明らかです。高齢化の進行は
ある意味当然の結果ですが、データによってその具
体的な影響を再確認することができました。これを
踏まえ、今後の「はたらき方」を再考し、政策提言の
重要性を強く認識しました。また、今後の研究では、
シニアが活躍できる環境をどのように整えるべき
かに焦点を当て、さらに深めていきたいと考えてい
ます。国や企業がこのデータを有効に活用し、より
適切な雇用対策を講じることを期待しています。

研究員
中俣 良太

研究員
児島 功和

研究員
今井 昭仁

研究員
田村 元樹

「労働市場の未来推計2035」に寄せて
今回のプロジェクトを担当した4名の研究員から、

推計の振り返りと活用への期待を一言ずつお伝えします。

パーソル総合研究所の公式サイトでは、「労働市場の未来推計2035」に関する特設サイトにて、
推計の解説や担当研究員のコラムなど、引き続き情報発信を行ってまいります。

https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/spe/roudou2035/
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